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１．事案の概要等  

検 討 項 目 要            点 備    考 

1 不適正処分を行った

事業者及び所在地 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）不適正処分を行った事業者 

① 法人の名称等： 安西建設株式会社  代表取締役  安西 善忠 

② 法人の所在地：  宮城県柴田郡村田町大字沼辺字竹の内 105 

 ※ 安西建設株式会社は、会社継承等を経て、平成 13 年４月株式会社グリーンプラネットに商号変更している。 

   ③ 施設の概要 

    ア 設置届    平成２年８月６日 

イ 種類及び規模 安定型産業廃棄物最終処分場 埋立面積 67,398 ㎡ 埋立容量 354,435 ㎥ 

ウ 埋立終了届  平成 13 年５月 23 日   

    エ 処理業の許可 最終処分業 平成２年 12月５日～平成 16 年３月 22 日（処分業取消の行政処分 平成 16年３月 19日） 

 

（２）処分場の位置等 

当該処分場は、仙台市の南側に隣接する宮城県柴田郡村田町に位置し（図 1.1.1 参照）、東北道村田ＩＣから南方約５㎞の位置に近接していることから、首都圏か

らの産業廃棄物の搬入が容易だったと思われる。処分場の東側 500ｍ以内に村田町立第二小学校及び村田町立第二中学校（図 1.1.2 参照）があり、さらに処分場の周

辺には、民家や耕作地が近接している（図 1.1.3 参照）ことから、処分場に起因する悪臭や浸出水の影響は、生活環境保全上の支障又は支障のおそれとして顕在化し

やすい立地環境にある。 
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図 1.1.1  村田町位置図 図 1.1.2 処分場位置図 
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１．事案の概要等  

検 討 項 目 要            点 備    考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 不適正処分の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.1.3  処分場全景（平成 18 年 12 月撮影） 

 

 

本事案は、事業者が平成２年 12 月に設置した村田町竹の内地区産業廃棄物最終処分場（安定型）において、許可容量及び許可区域を超えた埋立並びに安定型以外の廃

棄物の埋立を行ったものであり、これらの不適正処分により生じた高濃度の硫化水素の拡散による近隣住民生活への支障のおそれ及び地下水環境基準を超える浸出水の

拡散による近隣耕作地の農作物に影響を及ぼすおそれなどが生じたものである。 

当該処分場の埋立処分は平成２年 12 月に開始され、平成 13年３月に埋立てが終了している。 

 

 許     可 推定埋立範囲・容量 超    過 

埋立面積 67,398 ㎡ 87,557 ㎡ 20,159 ㎡ 

埋立容量 354,435 ㎥ 1,027,809 ㎥ 673,374 ㎥ 
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２．廃棄物の種類・性状・汚染状況  

検 討 項 目 要            点 備    考 

1 廃棄物の種類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2  廃棄物の性状 

 

 

 

 

 

 

3 廃棄物の汚染状況 

埋め立てられた廃棄物の種類を把握するために、平成 14 年度に新工区の 5 か所において開

削調査を実施し、平成 15 年度にボーリングコア試料を用いて、それぞれ廃棄物組成分析を実

施した。 

調査位置を図 2.1.1 に示し、組成分析結果を表 2.1.1～表 2.1.2 および図 2.1.2～図 2.1.3 に

示す。 

① 廃棄物は、安定 5 品目以外の中で、紙類が 0.2～1.89％、木くずが 1.19～4.53％

の混入状況であり、安定 5 品目以外の合計は 1.76～6.04％の混入状況であった。 

② ボーリングコア試料の試験結果では旧工区（第 1～第 6 工区）の廃棄物が新工区

（第 7～第 10 工区）の廃棄物に比べ単位容積重量が大きい傾向にあった。これ

は比較的、石、コンクリート類が 30％程度と多く含まれていることに由来する

ものと考えられる。 

③ 一方、新工区の廃棄物にはビニール、合成樹脂、ゴム、皮革類が 30～40％程度

含まれており、旧工区の 20～30％程度の混入状況に比較し多く含まれている状

況であった。 

④ また、廃棄物中の石膏の存在については、コア観察などでは確認できなかったも

のの、溶出試験結果等に基づくカルシウムイオンと硫酸イオンの存在比から、そ

の存在が疑われていたが、分析の前処理を工夫した分析により、すべての地点の

試料について石膏の原料である硫酸カルシウムの結晶の存在を確認した。 

 

廃棄物の性状を把握するために、開削調査ならびにボーリングコア試料を使用して性状分

析を行った。調査位置及び分析結果はそれぞれ図 2.1.1、表 2.1.1、表 2.1.2 に示したとおりで

あり、分析結果図をそれぞれ図 2.2.1、図 2.2.2 に示す。 

①  廃棄物の単位容積重量は、700～800kg/m3程度であるが、ボーリング調査の試料の一部には 450～600 kg/m3程度のやや小さいものも確認された。 

② ボーリング調査試料に比べ開削調査試料は廃棄物の水分が多い傾向にあったが、全体として廃棄物は 30％～65％程度の水分があり、20％～50％程度の灰分と 10％

～20％の可燃分から構成されている。 

 

平成 16 年度に実施したボーリング調査で採取したボーリングコア試料を用いた廃棄物分析結果を表 2.3.1 に示し、その平面分布を適用基準毎に図 1.3.1～図 1.3.2 にそれぞれ

示す。 

廃棄物層内で確認された有害物質は、以下のとおりである。 

① 有害産業廃棄物の判定基準を超過する高濃度の有害物質を含む廃棄物は認められなかった。 

② 環境基準を適用させた場合の廃棄物層の汚染状況は、鉛が 51 試料中 13 試料、砒素が 3 試料、ふっ素が 5 試料、ほう素が 5 試料、ベンゼンが 2 試料、総水銀が 1

試料で環境基準値（＝土壌溶出量基準）を超過したことから、これらの有害物質が溶出する可能性については否定できない。 

③ 鉛が 31 試料で、カドミウムが 1 試料で土壌含有量基準値を超過した。(土壌の含有量の 20 倍～100 倍程度が廃棄物層中に含有している。) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.1.1   廃棄物組成・性状調査位置図 

凡 例 

 ：開削調査 

 ：ボーリング調査 

K-1 

K-2 

K-3 

K-4 

K-5 

No.1 

No.2 

 

No.3 

 
No.4 

 

No.5 

 

No.6 

 

No.7 

 

旧工区 

新工区 



- 4 - 

 

２．廃棄物の種類・性状・汚染状況 

検 討 項 目 要            点 備    考 

 

 

 

 

 

 

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No.1地点 No.2地点 No.3地点 No.4地点 No.5地点 No.6地点 No.7地点
700 935 850 510 595 473 455

水分 ％ 36.42 34.41 46.67 44.25 50.79 33.67 37.66
灰分 ％ 46.49 53.64 40.27 39.16 29.15 46.04 41.76
可燃分 ％ 17.09 11.95 13.06 16.59 20.06 20.29 20.58
合計 ％ 100 100 100 100 100 100 100

不燃物類 69.6 79.1 71.8 67.3 54.1 66.1 62.4
石、コンクリート類 31.14 33.78 29.54 22.13 19.38 21.47 21.45
陶磁器・ガラス類 2.95 3.18 5.35 2.93 1.13 4.50 1.02
金属類 8.18 7.32 11.75 5.46 7.77 7.16 2.96
土砂類 27.31 34.78 25.16 36.79 25.85 32.96 36.96

難燃性可燃物 26.6 19.1 22.4 27.6 42.2 31.5 34.6
プラスチック・ビニール類 18.66 8.89 10.53 12.80 25.80 18.12 21.42
合成樹脂類・ゴム類 7.97 10.24 11.90 14.79 16.44 13.42 13.20

易燃性可燃物 3.2 1.5 5.5 4.7 2.7 1.8 2.4
紙くず・段ボール類 0.54 0.29 0.96 0.21 0.70 0.29 0.26
木くず 2.67 1.19 4.53 4.53 1.96 1.47 2.13

その他 0.6 0.3 0.3 0.4 1.0 0.6 0.6
ピート片 0.58 0.33 0.28 0.35 0.96 0.61 0.58

種類組成合計 ％ 100 100 100 100 100 100 100

ボーリングコア試料分析項目

単位容積重量（kg/m3）

％

％

％

％

三成分

表 2.1.2   ボーリングコア試料廃棄物組成分析結果 

図 2.1.3   ボーリングコア試料廃棄物組成 

図 2.2.2   ボーリングコア試料廃棄物性状 

K-1 K-2 K-3 K-4 K-5
739 751 768 729 711

水分 ％ 56.06 43.57 60.00 64.15 60.41
灰分 ％ 31.74 39.82 27.02 23.11 19.33
可燃分 ％ 12.20 16.61 12.98 12.74 20.26
合計 ％ 100 100 100 100 100

全硫黄分 ％ 1.06 0.91 1.33 1.22 1.05
水素分 ％ 7.07 10.51 4.21 5.56 9.13
全有機体炭素量※計算方法　JIS K 0102-22,1 560 83 340 640 740
不燃物類 68.3 67.5 63.5 60.3 43.0

石、コンクリート類 28.64 21.00 26.22 25.89 10.91
陶磁器・ガラス類 1.29 8.12 3.45 1.33 0.78
金属類 2.76 9.38 3.46 5.34 5.85
土砂類 30.83 24.88 29.37 26.78 24.53
その他不燃物（石、瓦礫、ガラス、陶磁器、金属類） 4.76 4.16 1.04 0.92 0.90

難燃性可燃物 24.8 26.2 28.4 32.2 50.9
プラスチック・ビニール類 12.97 13.36 19.61 11.10 30.77
合成樹脂類・ゴム類 11.86 12.85 8.82 21.05 20.13

易燃性可燃物 4.3 3.7 4.4 3.9 2.7
紙くず・段ボール類 1.67 1.47 1.02 1.89 1.47
木くず 2.61 2.18 3.34 1.99 1.23

その他 2.6 2.6 3.7 3.7 3.4
雑物 1.07 1.02 1.80 1.15 0.79
ピート片 1.54 1.58 1.88 2.56 2.64

種類組成合計 ％ 100 100 100 100 100

開削試料分析項目

単位容積重量（kg/m
3
）

％

％

％

％

三成分

表 2.1.1   開削調査試料廃棄物組成分析結果 

図 2.1.2   開削調査試料廃棄物組成 

図 2.2.1   開削調査試料廃棄物性状 

不燃物類 難燃性可燃物 易燃性可燃物 その他 不燃物類 難燃性可燃物 易燃性可燃物 
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表 2.3.1   廃棄物分析結果一覧表 

GL-1.40～
5.40ｍ

GL-6.40～
8.40ｍ

GL-9.40～
12.40ｍ

GL‐4.50～
8.50ｍ

GL‐14.50
～18.50ｍ

GL‐19.50
～23.50ｍ

GL‐24.50
～25.50ｍ

GL‐3.10～
7.10ｍ

GL‐8.10～
12.10ｍ

GL‐13.10
～14.10ｍ

GL‐1.5～
5.5ｍ

GL‐6.5～
10.5ｍ

GL‐11.5～
13.5ｍ

GL‐14.5～
15.5ｍ

GL-5.80～
9.80ｍ

GL-10.80
～14.80ｍ

GL-15.80
～19.80ｍ

GL-20.80
～24.80ｍ

GL-25.80
～28.70ｍ

GL‐4.30
～8.30ｍ

GL‐9.30
～13.30ｍ

GL-14.30
～18.30ｍ

GL‐19.30
～20.30ｍ

GL-5.80～
9.80ｍ

GL-10.80～
14.80ｍ

GL-15.80～
19.80ｍ

GL-20.80～
24.80ｍ

GL-25.80～
27.80ｍ

11月29日 11月29日 11月29日 11月30日 11月30日 11月30日 12月8日 12月13日 12月13日 11月30日 11月30日 12月2日 11月29日 11月29日 11月29日 11月29日 12月2日 12月6日 12月8日 12月13日 12月13日 12月2日 12月2日 12月2日 12月2日 12月13日 12月16日 12月22日 12月28日 12月28日 判定基準 環境基準 含有量基準
備考 VOC検体　深度（ｍ） GL‐4.40ｍ GL‐6.40ｍ GL-10.40ｍ GL-4.50ｍ GL‐11.50ｍ GL-13.50ｍ GL-16.50ｍ GL-23.50ｍ GL-25.50ｍ GL‐7.1ｍ GL‐8.1ｍ GL-13.10ｍ GL‐1.5ｍ GL‐8.5ｍ GL‐13.5ｍ GL‐14.5ｍ GL-7.80ｍ GL-12.80ｍ GL-16.80ｍ GL-22.80ｍ GL-27.80ｍ GL‐6.3ｍ GL‐11.3ｍ GL-16.30ｍ GL‐20.3ｍ GL-7.80ｍ GL-12.8ｍ GL-17.80ｍ GL-22.80ｍ GL-26.80ｍ － － －

四塩化炭素 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 0.02 0.002

1,2-ジクロロエタン <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 0.04 0.004

1,1-ジクロロエチレン <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 0.2 0.02

ｼｽ-1,2-ジクロロエチレン <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 0.4 0.04

1,3-ジクロロプロペン <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 0.02 0.002

ジクロロメタン <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 0.2 0.02

テトラクトロロエチレン <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 0.1 0.01

1,1,1-トリクロロエタン <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 3 1

1,1,2-トリクロロエタン <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 0.06 0.006

トリクロロエチレン <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 0.3 0.03

0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 0.08 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 0.1 0.01

0.015 0.003 <0.002 <0.002 0.002 0.006 0.002 <0.002 <0.002 0.002 <0.002 <0.002 <0.002 0.002 <0.002 <0.002 <0.002 0.006 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 参考 参考

<0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 － <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 0.3 0.01

<0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 － <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 参考 参考

六価クロム <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 － <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 1.5 0.05

シアン <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 － <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 1 検出されないこと

総水銀 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 － <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 0.0007 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 0.005 0.0005

アルキル水銀 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 － <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 検出されないこと 検出されないこと

<0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 － <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 0.3 0.01

<0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 － <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 参考 参考

<0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 － <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 0.3 0.01

<0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 － <0.003 <0.003 0.004 <0.003 <0.003 0.004 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 0.024 <0.003 <0.003 <0.003 0.003 <0.003 0.004 0,018 0.008 0.005 0.009 参考 参考

<0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 － <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 0.04 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 0.3 0.01

<0.003 <0.003 0,013 <0.003 <0.003 － <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 0.009 0.003 <0.003 <0.003 0.004 0.004 0.005 0.006 <0.003 0.003 0.003 0.005 <0.003 0.009 <0.003 0.007 参考 参考

ふっ素 0.6 0.65 0.7 0.75 0.52 － 0.33 0.65 0.58 2.9 0.72 1 0.57 0.48 0.39 1.3 0.46 0.59 0.27 0.51 0.52 0.47 0.52 0.33 0.42 0.43 0.32 0.51 0.32 0.64 0.8

ほう素 0.6 0.7 <0.1 1 2 － 1.6 0.5 0.2 0.8 0.6 0.3 0.8 0.9 0.1 <0.1 0.2 0.2 0.2 0.4 0.4 0.4 0.7 0.6 0.7 0.3 1.1 0.9 0.5 0.6 1

シマジン <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 － <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 0.03 0.003

チオベンカルブ <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 － <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 0.2 0.02

チウラム <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 － <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.01* <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 0.06 0.006

PCB <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 － <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 0.003 検出されないこと

有機りん <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 － <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 1 検出されないこと

カドミウム <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 － <1.0 <1.0 <1.0 1.1 <1.0 <1.0 3.9 <1.0 4.5 <1.0 1.0 <1.0 <1.0 1.7 1.5 1.0 1.3 <1.0 <1.0 1.1 2.0 210 37 <1.0 150

シアン <5 <5 <5 <5 <5 － <5 <5 <5 <5 <5 <5 <5 <5 <5 <5 <5 <5 <5 <5 <5 <5 <5 <5 <5 <5 <5 <5 <5 <5 50

鉛 250 190 10 190 530 － 380 120 130 190 170 140 320 220 100 47 140 73 390 520 310 500 450 140 240 140 1000 550 450 220 150

六価クロム <10 <10 <10 <10 <10 － <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 250

<10 <10 <10 <10 <10 － <10 <10 <10 <10 <10 <10 11 <10 10 <10 <10 <10 <10 13 13 <10 10 <10 <10 11 <10 <10 <10 <10 150

5.0 3.9 1.5 2.2 2.6 － 2.5 1.5 1.5 2.9 3.1 3.1 6.1 2.8 7.6 2.7 9.9 7.9 6.3 7.6 7.6 8.6 6.1 6.5 参考

総水銀 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 － <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 15

セレン <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 － <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 150

ふっ素 110 180 <100 130 170 － 210 150 150 690 280 380 250 210 180 <100 120 <100 150 190 200 140 120 150 130 150 150 180 130 100 4000

ほう素 <50 <50 <50 <50 <50 － <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 4000

ダイオキシン類 0.19 0.027 0.0016 0.040 0.052 － 0.032 0.031 0.020 0.023 0.016 0.027 0.58 0.044 0.012 0.0048 0.017 0.033 0.075 0.053 0.055 0.047 0.019 0.043 0.015 0.25 0.054 0.031 0.057 0.025 3 1

※１点または5点混合検体を基本とする（ただし、第1種特定有害物質については、特定深度） *：共存物質の妨害のため、定量下限値変更

GL-3.70～
7.70ｍ

GL-8.70～
12.70ｍ

GL-13.70～
16.70ｍ

GL-6.00m
～10.00m

GL-11.00
～15.00m

GL-16.00
～20.00m

GL-21.00
～25.00m

GL-26.00
～27.90m

GL-2.40～
6.40ｍ

GL-7.40～
11.40ｍ

GL-12.40
～16.20ｍ

GL-3.40～
7.40ｍ

GL-8.40～
12.40ｍ

GL-13.40
～17.40ｍ

GL-18.40
～19.40ｍ

GL-2.60～
6.60m

GL-7.60～
10.60m

GL-5.90～
9.90ｍ

GL-10.90
～14.90ｍ

GL-15.90
～19.90ｍ

GL-20.90
～24.90ｍ

12月6日 12月6日 12月8日 12月22日 12月22日 12月22日 12月28日 12月28日 12月16日 12月16日 12月16日 12月22日 12月22日 12月22日 12月22日 12月22日 12月22日 12月6日 12月8日 12月8日 12月8日 判定基準 環境基準 含有量基準

備考 VOC検体　深度（ｍ） GL-5.70ｍ GL-10.70ｍ GL-15.70ｍ GL-8.00ｍ GL-13.00ｍ GL-19.00ｍ GL-23.00ｍ GL-27.90ｍ GL‐3.40ｍ GL-11.40ｍ GL‐15.40ｍ GL-5.40ｍ GL-10.40ｍ GL‐15.40ｍ GL-19.40ｍ GL-2.60ｍ GL-10.60ｍ GL-7.90ｍ GL-12.90ｍ GL-17.90ｍ GL‐22.90ｍ － － －

四塩化炭素 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 0.02 0.002

1,2-ジクロロエタン <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 0.04 0.004

1,1-ジクロロエチレン <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 0.2 0.02

ｼｽ-1,2-ジクロロエチレン <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 0.4 0.04

1,3-ジクロロプロペン <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 0.02 0.002

ジクロロメタン <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 0.2 0.02

テトラクトロロエチレン <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 0.1 0.01

1,1,1-トリクロロエタン <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 3 1

1,1,2-トリクロロエタン <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 0.06 0.006

トリクロロエチレン <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 0.3 0.03

<0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 0.1 0.01

<0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 0.002 <0.002 0.004 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 参考 参考

<0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 0.3 0.01

<0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 参考 参考

六価クロム <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 1.5 0.05

シアン <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 1
検出されな

いこと

総水銀 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 0.005 0.0005

アルキル水銀 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005
検出されな

いこと
検出されな

いこと

<0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 0.3 0.01

<0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 参考 参考

<0.03 <0.03 <0.03 <0.03 0.03 0.04 <0.03 <0.03 <0.03 0.07 0.07 <0.03 0.14 <0.03 <0.03 <0.03 0.11 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 0.3 0.01

<0.003 <0.003 0.005 0.004 0.014 0.013 0.009 0.010 0.025 0.017 0.007 <0.003 0.005 0.006 <0.003 参考 参考

<0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 0.3 0.01

<0.003 0.004 <0.003 <0.003 0.005 0.016 <0.003 0.005 <0.003 <0.003 0.003 <0.003 0.009 0.008 <0.003 <0.003 0.005 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 参考 参考

ふっ素 0.58 0.27 0.46 0.53 0.6 0.49 0.57 0.51 1.9 0.92 0.54 0.49 0.66 0.75 0.56 0.71 0.98 0.63 0.49 0.47 0.55 0.8

ほう素 0.2 0.2 0.2 1 0.8 0.8 0.9 0.7 0.6 0.7 0.7 0.8 0.8 0.7 0.7 1.2 2.2 0.6 0.3 0.3 0.3 1

シマジン <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 0.03 0.003

チオベンカルブ <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 0.2 0.02

チウラム <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 0.06 0.006

PCB <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 0.003
検出されな

いこと

有機りん <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 1
検出されな

いこと

カドミウム <1.0 1.0 1.1 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 2.1 <1.0 1.6 <1.0 <1.0 1.1 <1.0 1.1 1.8 150

シアン <5 <5 <5 <5 <5 <5 <5 <5 <5 <5 <5 <5 <5 <5 <5 <5 <5 <5 <5 <5 <5 50

鉛 85 100 200 140 130 130 130 220 280 360 140 140 180 680 190 260 200 210 230 130 330 150

六価クロム <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 250

<10 11 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 10 16 150

5.8 8.1 6.2 4.7 2.8 6.4 7.5 2.0 2.0 1.4 5.6 6.0 4.3 3.3 3.3 1.9 6.4 7.3 参考

総水銀 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 15

セレン <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 150

ふっ素 110 180 150 190 130 110 110 110 400 280 100 170 190 150 120 190 190 200 160 120 220 4000

ほう素 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 4000

ダイオキシン類 0.020 0.022 0.009 0.042 0.019 0.031 0.018 0.030 0.033 0.030 0.008 0.023 0.033 0.021 0.020 0.0094 0.024 0.041 0.031 0.054 0.031 3 1

※１点または5点混合検体を基本とする（ただし、第1種特定有害物質については、特定深度） *：共存物質の妨害のため、定量下限値変更
注1）判定基準：金属等を含む産業廃棄物等の判定基準（昭和48年環境庁告示13号），
　　　ただし、ダイオキシン類は、特別管理一般廃棄物及び特別管理産業廃棄物に係る基準の検定方法（平成4年厚生省告示192号） ：判定基準値を超過
注2）環境基準：土壌溶出量基準（土壌汚染対策法（平成15年環境省告示18号）） ：環境基準値，含有量基準を超過
　　　ただし、ダイオキシン類は、ダイオキシン類による大気の汚染、水質の汚濁及び土壌の汚染に係る環境基準（平成14年環境省告示46号） 緑数値 ：環境基準値，含有量基準値以下であるが検出
注3）含有量基準：土壌含有量基準（土壌汚染対策法（平成15年環境省告示19号））

合　計

51 検体

孔番 H16-2 H16-3 H16-4 H16-5 H16-6 H16-7 H16-8

試料採取位置 GL-9.50～13.50ｍ

分析開始　　年月日

ベンゼン

カドミウム

セレン

鉛

砒素

砒素

溶出量試験
（mg/L）

含有量試験
（mg/kg，ただし、
DXN ：ng-TEQ/g）

合　計孔番 H16-9 H16-10 H16-11

砒素

H16-12 H16-13 H16-14

含有量試験
（mg/kg，ただし、
DXN ：ng-TEQ/g）

砒素

試料採取位置 51 検体

分析開始　　年月日

溶出量試験
（mg/L）

ベンゼン

カドミウム

セレン

鉛
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図 2.3.1   廃棄物の汚染分布状況（土壌環境基準（＝土壌溶出量基準）） 図 2.3.2   廃棄物の汚染分布状況（土壌含有量基準） 

５１ 

※対象ボーリング 13 地点 51 試料中の超過数 

地点 試料 基準(mg/L) 地点 試料 基準(mg/L) 地点 試料 基準(mg/ｋｇ)

鉛 0 0 0.3 7 13 0.01 13 31 150
総水銀 0 0 0.005 1 1 0.0005 0 0 15
砒素 0 0 0.3 3 3 0.01 0 0 150
ふっ素 0 0 － 4 6 0.8 0 0 4000
ほう素 0 0 － 3 5 1 0 0 4000
ベンゼン 0 0 0.1 2 2 0.01 － － －
カドミウム 0 0 0.3 0 0 0.01 1 1 150

対象物質
有害産業廃棄物判定基準 土壌環境基準(＝土壌溶出量基準） 土壌含有量基準
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３．保有水・地下水水質 

検 討 項 目 要            点 備    考 

1  処分場内外の保有

水・地下水の汚染状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2  処分場内外の保有

水・地下水および表流水

の水質モニタリング 

 

 

 

 

 

 

 

 

当該地では、平成 16 年度までに設置した観測井 23 井（図 3.1.1 参

照）について、平成 17 年 1 月および平成 17 年 11 月の 2 回、有害物

質などの水質分析を行った。分析結果を表 3.1.1 および表 3.1.2 に、図

3.1.2 及び図 3.1.3 にそれぞれ示す。 

① 地下水等検査項目基準を適用した場合、BOD が 23 地点中

12 地点（→5 地点）で基準値を超過し、ｼｽ-1,2-ジクロロエ

チレンや砒素が 1 地点（→各 1 地点）で基準値を超過して

いた。 

② 地下水環境基準を適用した場合、ふっ素が 23 地点中 15 地

点（→15 地点）で、ほう素が 19 地点（→18 地点）、ダイ

オキシン類が 6 地点（→3 地点）で基準値を超過していた。 

③ 1,2-ジクロロエタン、ベンゼン、鉛、砒素、ふっ素、ほう

素、ダイオキシン類、ＢＯＤ等の濃度が上昇している観測

井戸も一部みられた。(図 3.1.4) 

④ これらの傾向は、年間を通じて大きな変化はないものと考

えられる。 

⑤ 以上の結果から、処分場内の保有水には砒素、ほう素、ｼｽ

-1,2-ジクロロエチレンおよび BOD が基準値を超過して含

まれており、微量ながらベンゼンが検出されている。また、

濃度も上昇している観測井戸もあることから、今後、保有

水が基準を超過する可能性も否定できない。 

 

 

 

県では、図 3.1.1 に示す位置で、4 回／年程度のモニタリングを行っている。モニタリング結果を図 3.2.1 および図 3.2.2 に示す。 

① 分析当初は基準値を超過する BOD 等の一部の項目（物質）が認められたものの、ほとんどの項目は季節変動しながら基準値以下で推移している。 

② 鉛や砒素に関しては、①と同様の状況であるが、基準値を超えることもある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.1.1   観測井等位置図 

No.1 

No.2 

 

No.3 

 
No.4 

 

No.6 

 

No.7 

 

地下水 2(下流) 

 

地下水 1(上流) 

 

H16-10 

H16-11 

H16-1a 

H16-1b 

 

H16-2a 

H16-5 

 H16-12 
H16-14 

H16-7 

H16-9a 

H16-9b H16-8 

H16-6 

H16-4 

H16-3 
H16-13 

H16-15 

7-2 7-3 

7-4 

7-5 

7-1 

H17-10 

 
Loc.4 

 

Loc.1 

 Loc.1B 

 

H17-17 

 

 

H17-9 

 

 

 

H17-1 

 

 

 

H17-7 

 

 

 

H17-12 

 

 

 

H17-13 

 

 

 

H17-16 

 

 

 

H17-14 

 

 

 
Loc.3 

 

H17-20 

 

 

 
H17-19 

 

 

 

Loc.2 

 

 

 

H17-18 

 

 

 

浸出水採取設備 

 

H17-15 

 

 

 

H17-11 

 

 

 

H16-2b 

 

No.5 

 

地下水 3(下流) 

凡 例 

：観測井 

  ：ガス抜管 

：ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ施設（井戸） 

：水質分析井戸 

suisitu  
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表 3.1.1   水質分析結果一覧表（試料採取日：平成 17年１月 12～14 日） 

H16-1a H16-1b H16-2a H16-2b H16-3 H16-4 H16-5 H16-6 H16-7 H16-8 H16-9a H16-9b H16-10 H16-11 H16-12 H16-13 H16-14 H16-15 No.2 No.3 No.5 No.6 No.7

深層地下水 深層地下水

岩盤 盛土層 沖積層 廃棄物層 廃棄物層 廃棄物層 廃棄物層 廃棄物層 廃棄物層 廃棄物層 岩盤 廃棄物層 廃棄物層 廃棄物層 廃棄物層 廃棄物層 廃棄物層 盛土層 廃棄物層 廃棄物層 廃棄物層 廃棄物層 廃棄物層

H17.1.13 H17.1.13 H17.1.12 H17.1.12 H17.1.12 H17.1.12 H17.1.13 H17.1.13 H17.1.13 H17.1.13 H17.1.13 H17.1.13 H17.1.12 H17.1.12 H17.1.12 H17.1.12 H17.1.13 H17.1.13 H17.1.14 H17.1.14 H17.1.14 H17.1.14 H17.1.14

<0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 mg/L 0.002 0.002 0.02

<0.0004 <0.0004 <0.0004 <0.0004 <0.001* <0.0004 <0.0004 <0.0004 <0.0004 <0.0004 <0.0004 <0.0004 <0.0005* <0.0004 <0.0006* <0.0018* <0.0004 <0.0004 <0.0004 <0.0004 <0.0004 <0.0004 <0.0008* mg/L 0.004 0.004 0.04
*：共存物質の妨害に
より下限値を修正

<0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 mg/L 0.02 0.02 0.2

<0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 1.0 <0.004 <0.004 mg/L 0.04 0.04 0.4

<0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 mg/L 0.002 0.002 0.02

<0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 mg/L 0.02 0.02 0.2

<0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 mg/L 0.01 0.01 0.1

<0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 mg/L 1 1 3

<0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 mg/L 0.006 0.006 0.06

<0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 0.019 <0.003 <0.003 mg/L 0.03 0.03 0.3

<0.001 <0.001 <0.001 <0.001 0.010 0.005 0.007 0.007 <0.001 0.001 <0.001 <0.001 0.004 0.010 0.004 0.009 0.004 <0.001 0.004 0.006 0.010 0.009 0.007 mg/L 0.01 0.01 0.1

<0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 mg/L 0.01 0.01 0.1

<0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 0.012 <0.005 0.021 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 0.015 0.007 <0.005 mg/L 0.05 0.05 0.1

<0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 mg/L 検出されないこと 検出されないこと 1

<0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 mg/L 0.0005 0.0005

<0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 mg/L － 検出されないこと

<0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 0.001 <0.001 0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 mg/L 0.01 0.01 0.1

<0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 mg/L 0.01 0.01 0.1

<0.001 0.001 0.001 <0.001 0.001 0.001 0.002 0.007 0.001 0.005 0.001 0.011 0.001 0.002 0.001 0.003 0.001 <0.001 0.001 0.001 0.003 0.001 0.001 mg/L 0.01 0.01 0.1

0.16 0.22 0.40 0.63 0.70 1.4 0.92 1.3 1.4 0.99 0.41 1.6 2.0 5.0 1.0 3.5 1.3 0.19 0.35 0.91 5.6 2.2 1.3 mg/L － 0.8 15

<0.1 <0.1 0.30 1.7 4.3 3.6 1.4 2.5 4.4 2.5 1.5 4.6 10 20 3.1 26 5.5 0.10 1.7 3.6 24 8.8 5.2 mg/L － 1 50

<0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 mg/L 0.003 0.003 0.03

<0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 mg/L 0.02 0.02 0.2

<0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.003* <0.006* <0.002* <0.003* <0.003* <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.002* <0.002* <0.006* <0.002* <0.006* <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.006* <0.002* <0.0006 mg/L 0.006 0.006 0.06
*：共存物質の妨害に
より下限値を修正

<0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 mg/L 検出されないこと 検出されないこと 0.003

<0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 mg/L － 検出されないこと 1

4.1 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 mg/L － 10 100

0.061 0.35 0.087 0.15 0.40 0.071 3.3 1.3 1.3 0.68 0.062 0.25 0.28 1.2 0.16 1.2 0.13 0.23 0.18 0.20 2.4 0.80 0.071 pg-TEQ/L － 1 10

7.1 6.6 7.2 7.3 7.0 7.1 7.0 8.5 7.8 7.7 7.6 7.4 7.6 7.3 7.7 7.3 7.6 6.7 7.1 7.4 7.5 7.1 7.1       - － － 5.8～8.6

1.3 10 18 18 5.3 3.9 46 10 14 7.7 21 17 15 25 26 120 27 29 28 28 160 52 24 mg/L 20 － 60

4.2 6.5 14 21 56 86 87 48 46 33 16 71 110 360 41 780 57 7.4 20 50 670 170 66 mg/L － － 90

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － mg/L － － －

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － mg/L － － 60

5 10 7 3 3 3 16 2 1 7 1 2 2 8 3 11 4 14 8 8 45 23 9 mg/L － － －

23.2 57.3 65.4 135 233 231 250 116 180 133 84.0 260 262 663 198 864 225 56.8 205 162 921 491 293 mS/m － － －

436 202 108 112 383 362 110 -48 -11 110 155 -44 -57 137 129 107 155 101 38 -4 9 49 66 mV － － －

12.2 18.5 37.5 65.5 132 168 228 136 173 110 41.4 126 292 740 147 1050 218 15.3 80.2 161 1050 435 208 mg/L － － －

1.7 3.8 3.9 14.3 34.1 46.7 34.8 19.6 40.6 22.0 12.3 47.2 60.7 162 30.2 184 47.3 4.4 18.4 37.2 234 98.3 49.4 mg/L － － －

18.4 41.3 47.7 76.2 79.2 79.2 160 37.7 82.1 70.1 68.8 147 93.5 77.0 274 89.2 77.9 37.5 183 65.8 75.5 85.6 86.8 mg/L － － －

3.5 13.7 12.1 27.1 22.5 56.7 22.3 13.5 26.6 15.0 13.6 26.9 30.4 74.0 58.5 77.2 32.6 9.5 33.5 33.3 86.2 67.0 71.8 mg/L － － －

9.5 18.9 43.9 45.6 150 128 293 124 174 145 69.4 238 336 579 126 1200 197 11.7 63.6 113 973 354 167 mg/L － － －

102 355 335 576 845 1340 322 381 759 487 412 649 1040 3350 800 3450 954 301 389 764 4110 2340 1660 mg/L － － －

10 12 9 203 177 <1 577 57 78 64 2 512 14 2 184 1 5 14 811 73 2 129 5 mg/L － － －

17.6 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 mg/L － － －

※地下水等検査項目基準：　一般廃棄物の最終処分場及び産業廃棄物の最終処分場に係る技術上の基準を定める省令（昭和52年3月14日総理府・厚生省令第1号）別表第二 放流水基準値を超過

※地下水環境基準：　地下水の水質汚濁に係る環境基準について（平成9年3月13日環境庁告示第10号）,　　有機リンについては、土壌汚染対策法施行規則(平成14年12月26日環境省令第29号）別表第１ 地下水等検査項目基準値，又は環境基準値を超過

※放流水基準：　一般廃棄物の最終処分場及び産業廃棄物の最終処分場に係る技術上の基準を定める省令（昭和52年3月14日総理府・厚生省令第1号）別表第一 緑数値 地下水等検査項目基準値，環境基準値等を問わず検出

四塩化炭素

1,2-ジクロロエタン

浅層地下水 浅層地下水

1,1-ジクロロエチレン

ｼｽ-1,2-ジクロロエチレン

1,3-ジクロロプロペン

ジクロロメタン

テトラクトロロエチレン

1,1,1-トリクロロエタン

1,1,2-トリクロロエタン

トリクロロエチレン

ベンゼン

カドミウム

六価クロム

シアン

総水銀

アルキル水銀

セレン

鉛

砒素

ふっ素

ほう素

シマジン

チオベンカルブ

チウラム

PCB

有機りん

硝酸性窒素及び
亜硝酸性窒素

ダイオキシン類

ｐH

BOD

COD

ＴＯＣ

ＤＯ

SS

電気伝導率

酸化還元電位

ナトリウムイオン

カリウムイオン

硫酸イオン

硝酸イオン

試料採取位置

地下水区分

ストレーナ区間の地層

試料採取日

カルシウムイオン

マグネシウムイオン

塩素イオン

重炭酸イオン

(参考)
放流水
基準

備　考

0.005

単位
定量

下限値
環境基準

地下水等
検査項目

基準
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表 3.1.2   水質分析結果一覧表（試料採取日：平成 17年 11 月 29 日～12 月 1 日） 

H16-1a H16-1b H16-2a H16-2b H16-3 H16-4 H16-5 H16-6 H16-7 H16-8 H16-9a H16-9b H16-10 H16-11 H16-12 H16-13 H16-14 H16-15 No.2 No.3 No.5 No.6 No.7

深層地下水 深層地下水

岩盤 盛土層 沖積層 廃棄物層 廃棄物層 廃棄物層 廃棄物層 廃棄物層 廃棄物層 廃棄物層 岩盤 廃棄物層 廃棄物層 廃棄物層 廃棄物層 廃棄物層 廃棄物層 盛土層 廃棄物層 廃棄物層 廃棄物層 廃棄物層 廃棄物層

H17.11.30 H17.11.30 H17.11.29 H17.11.29 H17.11.30 H17.11.30 H17.11.30 H17.11.30 H17.11.30 H17.11.30 H17.11.29 H17.11.29 H17.11.29 H17.11.30 H17.11.29 H17.11.30 H17.11.29 H17.11.30 H17.12.1 H17.12.1 H17.12.1 H17.11.30 H17.12.1

<0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 mg/L 0.0002 0.002 0.002 0.02

<0.0004 <0.0004 <0.0004 <0.0004 0.0005 <0.0004 <0.0004 <0.0004 <0.0004 <0.0004 <0.0004 <0.0004 <0.0004 <0.0004 <0.0004 0.0009 <0.0004 <0.0004 <0.0004 <0.0004 <0.0004 <0.0004 0.0005 mg/L 0.0004 0.004 0.004 0.04

<0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 mg/L 0.002 0.02 0.02 0.2

<0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 0.17 <0.004 <0.004 mg/L 0.004 0.04 0.04 0.4

<0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 mg/L 0.0002 0.002 0.002 0.02

<0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 mg/L 0.002 0.02 0.02 0.2

<0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 mg/L 0.001 0.01 0.01 0.1

<0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 mg/L 0.001 1 1 3

<0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 mg/L 0.0006 0.006 0.006 0.06

<0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 mg/L 0.003 0.03 0.03 0.3

<0.001 <0.001 <0.001 0.004 0.008 0.004 0.008 0.004 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 0.003 0.009 0.003 0.009 0.003 <0.001 0.003 0.005 0.008 0.007 0.007 mg/L 0.001 0.01 0.01 0.1

<0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 mg/L 0.001 0.01 0.01 0.1

<0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 mg/L 0.005 0.05 0.05 0.1

<0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 mg/L 0.1 検出されないこと 検出されないこと 1

<0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 mg/L 0.0005 0.0005 0.0005

<0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 mg/L 0.0005 － 検出されないこと

<0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 mg/L 0.001 0.01 0.01 0.1

<0.001 <0.001 <0.001 <0.001 0.001 <0.001 0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 0.002 0.001 <0.001 mg/L 0.001 0.01 0.01 0.1

<0.001 0.004 0.001 0.001 0.001 <0.001 0.048 0.007 0.001 0.003 <0.001 0.005 0.001 0.001 0.001 0.009 0.001 <0.001 <0.001 0.001 0.003 0.004 <0.001 mg/L 0.001 0.01 0.01 0.1

<0.08 0.10 0.16 0.50 0.67 1.3 1.8 1.4 1.3 0.95 0.22 1.5 1.6 3.4 1.1 2.6 1.3 <0.08 0.71 1.1 3.8 2.9 1.2 mg/L 0.08 － 0.8 15

<0.1 <0.1 <0.1 1.3 2.5 2.1 2.0 1.5 2.6 1.5 0.8 2.2 5.9 10 2.4 14 4.0 <0.1 3.6 3.0 16 11 2.7 mg/L 0.1 － 1 50

<0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 mg/L 0.0003 0.003 0.003 0.03

<0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 mg/L 0.002 0.02 0.02 0.2

<0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.003* <0.002* <0.003* <0.003* <0.002* <0.0008* <0.002* <0.0006 <0.002* <0.002* <0.002* <0.003* <0.003* <0.003* <0.0006 <0.003* <0.002* <0.004* <0.003* <0.003* mg/L 0.0006 0.006 0.006 0.06
*：共存物質の妨害に
より下限値を修正

<0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 mg/L 0.0005 検出されないこと 検出されないこと 0.003

<0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 mg/L 0.1 － 検出されないこと 1

4.31 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 mg/L 0.05 － 10 100

0.031 0.072 0.095 0.13 1.0 0.088 5.1 0.60 0.12 2.4 0.56 0.083 0.15 0.17 0.19 0.83 0.26 0.88 0.43 0.44 2.5 0.68 0.042 pg-TEQ/L － － 1 10

8.8 7.2 7.5 8.0 7.7 7.7 8.5 8.4 8.0 8.2 8.0 8.1 8.1 7.8 8.2 7.8 8.0 7.3 8.1 8.0 7.8 8.0 7.8 － － － － 5.8～8.6

1.7 0.9 0.7 6.2 5.0 8.0 66 11 5.6 5.2 8.0 5.3 8.7 49 3.6 73 4.0 0.8 3.9 4.5 120 50 4.4 mg/L 0.5 20 － 60

1.0 9.7 8.3 21 51 48 260 56 44 37 13 43 75 240 51 580 59 3.2 62 61 410 350 48 mg/L 0.5 － － 90

0.5 4.1 5.7 15 39 38 160 39 37 27 10 33 58 88 43 420 47 1.5 49 48 300 250 42 mg/L 0.5 － － －

6.1 <0.5 4.2 0.6 <0.5 0.6 <0.5 <0.5 <0.5 2.5 3.5 <0.5 0.5 <0.5 3.2 <0.5 <0.5 1.8 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 mg/L 0.5 － － 60

<1 4 32 2 4 3 24 2 <1 2 <1 <1 2 7 5 9 3 6 2 2 14 17 5 mg/L 1 － － －

21.3 44.8 64.3 101 177 208 312 116 169 133 76.6 150 219 536 192 719 216 36.1 201 174 741 655 250 mS/m 0.1 － － －

240 210 260 150 220 270 -110 -92 -26 100 83 -13 69 120 120 150 72 120 150 100 250 130 220 mV 1 － － －

10.4 14.3 27.5 58.6 137 155 494 142 163 136 33.0 150 245 673 179 922 236 11.5 190 180 922 825 163 mg/L 0.5 － － －

1.3 5.7 2.5 13.8 29.9 37.8 51.0 20.7 2.1 24.8 10.6 30.4 44.7 133 30.5 135 44.7 2.4 29.5 36.8 180 142 42.1 mg/L 0.5 － － －

26.7 55.8 67.1 116 161 138 43.0 43.6 117 102 111 124 107 104 115 239 103 47.8 182 93.9 102 118 181 mg/L 0.5 － － －

3.4 11.0 16.3 23.5 21.6 61.0 6.1 12.4 24.5 15.7 14.0 20.6 34.7 92.9 66.1 65.0 34.1 7.7 31.3 34.6         107 76.3 85.5 mg/L 0.2 － － －

6.8 17.1 29.0 28.6 141 106 633 140 164 145 60.1 133 222 377 142 940 207 8.3 200 139 676 562 125 mg/L 0.1 － － －

76.4 158 308 476 598 1110 386 340 573 361 282 450 719 2950 723 2400 777 178 705 653 3410 3340 1210 mg/L 0.5 － － －

9 42 3 4 <1 <1 70 54 24 67 2 85 28 13 76 <1 2 2 3 9 2 <1 1 mg/L 1 － － －

18.3 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 0.4 <0.1 0.5 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 mg/L 0.1 － － －

※地下水等検査項目基準：　一般廃棄物の最終処分場及び産業廃棄物の最終処分場に係る技術上の基準を定める省令（昭和52年3月14日総理府・厚生省令第1号）別表第二 放流水基準値を超過

※地下水環境基準：　地下水の水質汚濁に係る環境基準について（平成9年3月13日環境庁告示第10号）,　　有機リンについては、土壌汚染対策法施行規則(平成14年12月26日環境省令第29号）別表第１ 地下水等検査項目基準値，又は環境基準値を超過

※放流水基準：　一般廃棄物の最終処分場及び産業廃棄物の最終処分場に係る技術上の基準を定める省令（昭和52年3月14日総理府・厚生省令第1号）別表第一 緑数値 地下水等検査項目基準値，環境基準値等を問わず検出

重炭酸イオン

硫酸イオン

硝酸イオン

カリウムイオン

カルシウムイオン

マグネシウムイオン

塩素イオン

ｐH

酸化還元電位

ナトリウムイオン

BOD

COD

ＴＯＣ

ＤＯ

SS

電気伝導率

PCB

有機りん

硝酸性窒素及び
亜硝酸性窒素

ダイオキシン類

ほう素

シマジン

チオベンカルブ

チウラム

セレン

鉛

砒素

ふっ素

備　考

トリクロロエチレン

ベンゼン

単位
定量

下限値
環境基準

ストレーナ区間の地層

試料採取日

1,3-ジクロロプロペン

ｼｽ-1,2-ジクロロエチレン

0.005

地下水等
検査項目

基準

(参考)
放流水
基準

浅層地下水

アルキル水銀

1,1,2-トリクロロエタン

試料採取位置

地下水区分

カドミウム

六価クロム

シアン

総水銀

浅層地下水

ジクロロメタン

テトラクトロロエチレン

1,1,1-トリクロロエタン

四塩化炭素

1,2-ジクロロエタン

1,1-ジクロロエチレン
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（ ）は２３孔のうちの超過箇所数 

 

 

図 3.1.2   保有水・地下水中の有害物質分布状況（地下水等検査項目基準） 

 

（H17年11月） 
（H17 年 1 月） 

 

H16 H17

ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ○（1） ○（1）

砒素 ○（1） ○（1）

ＢＯＤ ○（12） ○（5）

対象物質

保有水・地下水

地下水等

検査項目基準
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図 3.1.3   保有水・地下水中の環境基準値超過物質分布状況（環境基準） 

 

（H17 年 1 月） （H17年11月） 

H16 H17

ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ○（1） ○（1） （地下水等検査項目基準参照）

砒素 ○（1） ○（1） （地下水等検査項目基準参照）

ふっ素 ○（15） ○（15）

ほう素 ○（19） ○（18）

ダイオキシン類 ○（6） ○（3）

対象物質

保有水・地下水

地下水

環境基準
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図 3.1.4  23 観測井中の保有水・地下水濃度の上昇状況 

（採水時期：平成 17 年 1月・平成 17 年 11 月） 
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図 3.2.1  処分場内の浸透水採取設備及び 

場外の地下水観測井から採取した試料の経時変化（平成 16 年以降） 

図 3.2.2  処分場の東側側溝末端及び 

流入河川から採取した試料の経時変化（平成 16 年以降） 
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４．ガスの発生状況  

検 討 項 目 要            点 備    考 

1 表層ガス調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 16 年度に覆土層と廃棄物層との境界面の土壌ガスを採取し、対象ガス等の分布状況を把握するために表層ガス調査を実施した。 

表層ガス調査結果を下記に示す。 

① 25℃を超えた地点は、新工区内で確認され、特に新工区の北側で多く確認された。 

② 旧工区において、全体的にガスの発生程度は低いものの、高濃度の硫化水素及びメタン発生地点が点在した。 

③ 新工区において、高い濃度の硫化水素及びメタン発生地点が広く、かつ、より高濃度で分布した。ベンゼンは、新工区に確認され、とくに新工区の北東側で高い

濃度分布域が確認された。また、ｼｽ-1,2-ジクロロエチレンは 1 地点で確認された。 

④ 旧工区と新工区を比較した場合、硫化水素の発生や地温分布などから、新工区では旧工区より微生物の活性が高いものと推定された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.1.1 硫化水素濃度分布状況 

点在する高濃度地点

高濃度域

1400ppm

1120ppm
点在する高濃度地点

高濃度域

1400ppm

1120ppm

2.5ppm2.5ppm

図 4.1.2 ベンゼン濃度分布状況 
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４．ガスの発生状況  

検 討 項 目 要            点 備    考 

2 有害ガス（硫化水素）

のモニタリング 

 

 

 

 

 

 

 

 

当該地では、これまでに図 4.2.1 に示す位置で硫化水素等に関するモニタリングを実施してきた。 

有害ガス（硫化水素）のモニタリング結果は、表 4.2.1 や図 4.2.2 に示すとともに、下記のとおりである。 

① 大気環境調査においては、硫化水素が確認されているものの、その濃度は経時的に低下しており、低い値を示している。しかし、敷地境界に設置した硫化水素連

続モニタリングでは、悪臭の敷地境界の基準値を超える硫化水素が観測されている（表 4.2.1）。 

② 平成 13 年度観測当初の硫化水素濃度はガス抜き管で 500ppm を超える濃度で検出されたが、時間の経過とともに、減尐する傾向を示している。 

③ 平成 16 年度に設置した観測井（H16-10，H16-11）では、依然として 1000ppm の硫化水素が検出されることがある。 

④ 硫化水素は廃棄物層の内部で発生し、依然として臭気強度が 5 以上に相当する値が検出され、低濃度であるが周辺環境へ放散している状況が推察される。 

⑤ 廃棄物層で発生した硫化水素は、地下水位の上昇に伴い押し上げられ放散し、水位が下降に伴い再び発生するという、降雨による地下水位の変動に伴う発生・放

散サイクルを不規則に繰り返していると推察される（図 4.2.3）。 

⑥ 敷地境界における硫化水素濃度は、処分場内で発生したガスが気圧の変動に応じて放散され検出されるというより、⑤で示したように処分場内の地下水位の変動

に応じて変化して検出されているものと考えられる（図 4.2.4）。したがって、処分場外への硫化水素の放散は、処分場内の地下水位の上昇に伴って発生すると

いうメカニズムが推察される。 

 

表 4.2.1  硫化水素連続モニタリング結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

硫化水素濃度度数分布（３０秒測定値）

測定地点 濃度階級(ppm) 0 0.005～0.045 （うち0.020以上） 0.050～0.095 0.100～0.195 0.200～ 合計 最大値(ppm)

平成１８年４月 86,166 188 0 0 0 86,354 0.010

平成１８年５月 89,147 88 2 0 0 0 89,235 0.020

平成１８年６月 86,016 142 2 0 0 0 86,158 0.020

平成１８年７月 79,148 4,915 848 158 22 0 84,243 0.175

平成１８年８月 88,576 653 69 5 0 0 89,234 0.055

平成１８年９月 85,437 863 0 0 0 0 86,300 0.015

平成１８年１０月 88,460 769 0 0 0 0 89,229 0.015

平成１８年４月 83,368 0 0 0 0 0 83,368 0.000

平成１８年５月 89,227 8 0 0 0 0 89,235 0.010

平成１８年６月 85,905 346 18 2 0 0 86,253 0.070

平成１８年７月 83,117 5,953 508 78 13 0 89,161 0.135

平成１８年８月 89,214 4 0 0 0 0 89,218 0.005

平成１８年９月 86,305 38 0 0 0 0 86,343 0.010

平成１８年１０月 88,499 739 6 0 0 0 89,238 0.020

平成１８年４月 86,081 272 0 0 0 0 86,353 0.005

平成１８年５月 88,958 259 0 0 0 0 89,217 0.010

平成１８年６月 86,159 18 0 0 0 0 86,177 0.005

平成１８年７月 89,019 97 0 0 0 0 89,116 0.005

平成１８年８月 89,229 6 0 0 0 0 89,235 0.005

平成１８年９月 85,799 547 0 0 0 0 86,346 0.010

平成１８年１０月 88,806 425 0 0 0 0 89,231 0.005

処分場北側

処分場南側

村田第二中学校
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４．ガスの発生状況  

検 討 項 目 要            点 備    考 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.2.2   ガス抜管・観測井中の硫化水素濃度経月変化図 
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図 4.2.1   廃棄物層内の硫化水素濃度モニタリング位置図 
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４．ガスの発生状況  

検 討 項 目 要            点 備    考 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.2.3  地下水位変動と発生ガス濃度 

（同色の枠で囲った部分は、同時期の地下水位上昇変動に対応する各種の変化の位置を示したもの） 
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４．ガスの発生状況  

検 討 項 目 要            点 備    考 

  

 

 

 

図4.2.4  地下水位変動と硫化水素発生状況（連続モニタリング観測状況） 
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【仙台地方の気圧変化】
仙台管区気象台のデータを使
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データの欠測

気圧変化 

 

地下水位変化 

 

硫化水素濃度変化 
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５．地質・地盤状況  

検 討 項 目 要            点 備    考 

1 地質・地盤状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これまでのボーリング調査結果をまとめると、当該地の地質は表 5.1.1 に示すような地質構成で、その中で基盤岩は図 5.1.1 に示すように分布している。 

① 貝化石を伴う旗立層凝灰質砂岩（HSs）は当該地の最下部に厚く、かつ、広く分布し、当該処分場の底面基盤（基盤岩・軟岩）を構成している。 

② その上位の綱木層火山礫凝灰岩（TLtf）と綱木層凝灰質砂岩（TSs）は互層状に分布し、当該処分場の北東から南西に走向を持ち、北西側に約 3°～15°で緩く傾斜

する単斜構造を呈している。 

③ 当該地を構成する岩盤は、表層部分には風化し酸化割れ目も確認される箇所もあるが、全般的に新鮮で酸化割れ目が非常に尐ない岩盤で構成されている。 

④ 処分場内におけるボーリング調査においても、廃棄物層の底面以深に、新鮮な凝灰質砂岩が確認されている。 

⑤ 基盤岩の上位には、有機質土やピート層などから構成される沖積層が約 10ｍ以上分布するが、処分場内においては、そのほとんどが確認されず、基盤岩の上位に

直接廃棄物が埋め立てられている状況である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 5.1.1  竹の内産廃処分場周辺の地質構成表 

図 5.1.1   処分場周辺の地質平面図 

 

G 測線  
 
 

H 測線  
 
 

I 測線  
 
 

I-90m 測線  
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図 5.1.2   処分場周辺の地質断面図 G・H・I・I-90m 測線（S＝1：2,500） 

 

【処分場断面位置図】 

 

 

G 測線  
 
 

H 測線  
 
 

I 測線  
 
 

I-90m 測線  
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６．地盤の透水性  

検 討 項 目 要            点 備    考 

1 透水性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成元年度や平成 15 年度の既往調査及び平成 17 年度の地下水調査結果から推定される地盤の透水性は、表 6.1.1 及び図 6.1.1 に示すとおりである。 

なお、ルジオンテストを実施した区間は、1 ルジオン＝約 1.3×10-5cm/s に換算している表記している。 

これらの透水試験から推定される当該地の地盤の透水性区分（ルジオンマップ）を図 6.1.2

に示す。 

① 新鮮な凝灰質砂岩は、おおむね 5.0×10-5cm/s 以下であり、その上部の風化凝

灰質砂岩は 2.0×10-4～2.0×10-3cm/s 程度で比較的透水性が高い性質がある。 

② 一方、処分場内の表層部に分布する廃棄物層の透水性は 3.0×10-4～4.0×

10-3cm/s 程度（一部、高透水性のために試験不能部あり）とほかの地盤より透

水性が高い傾向がある。 

③ 覆土や盛土層の透水性は、3.0×10-6～1.0×10-3cm/s まで範囲が広く、ばらつ

きも大きい傾向がある。 

④ 難透水性地盤は、処分場内では深度 30～40ｍ以深にほぼ水平に分布すると推

定され、地下水の流れの下流側では、深度 30ｍ付近に分布すると推定される。 

⑤ このような難透水性地盤は処分場の北側，南側，西側の地形の高まりに沿って

高まっていると推定される。 
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有機質シルト

砂質シルト

廃棄物

火山礫凝灰岩

風化凝灰質砂岩

凝灰質砂岩

凝灰質砂岩 

廃棄層 

図 6.1.1   当該地地盤の透水性 

表 6.1.1  透水試験結果一覧表 

孔口
標高

(EL.m)
深度

(GL.-m)
標高

(EL.ｍ）
Lu' Pc

ルジオン値か
らの換算値

注入法 回復法

1 2.30 ～ 2.80 2.55 16.56 覆土 4.12.E-04 4.12.E-04

2 5.00 ～ 6.00 5.50 13.61 廃棄物 3.28.E-03 3.28.E-03

3 8.50 ～ 9.50 9.00 10.11 廃棄物 7.87.E-04 7.87.E-04

4 11.20 ～ 12.20 11.70 7.41 廃棄物 6.71.E-04 6.71.E-04

揚水試験 19.80 ～ 28.50 24.15 -5.04 風化砂岩・砂岩 1.54.E-03 1.54.E-03

1 0.30 ～ 0.50 0.40 18.83 覆土 2.57.E-04 2.57.E-04

2 5.00 ～ 6.00 5.50 13.73 廃棄物 4.36.E-04 4.36.E-04

3 8.50 ～ 9.50 9.00 10.23 廃棄物 8.70.E-04 8.70.E-04

4 12.00 ～ 13.00 12.50 6.73 廃棄物 8.91.E-04 8.91.E-04

揚水試験 16.30 ～ 25.00 20.65 -1.42 風化砂岩・砂岩 2.20.E-04 2.20.E-04

Loc.1 15.11 揚水試験 21.00 ～ 29.00 25.00 -9.89 風化砂岩・砂岩 3.87.E-04 3.87.E-04

Loc.2 23.06 揚水試験 4.50 ～ 9.50 7.00 16.06 風化砂岩・砂岩 2.90.E-03 2.90.E-03

Loc.3A 17.88 揚水試験 8.00 ～ 18.00 13.00 4.88 砂岩 3.04.E-05 3.04.E-05

Loc.5A 揚水試験 19.00 ～ 27.00 23.00 砂岩 5.99.E-05 5.99.E-05

S-1 － 浸透試験 0.30 ～ 0.30 0.30 － 覆土 2.78.E-04 2.78.E-04

S-2 － 浸透試験 0.30 ～ 0.30 0.30 － 覆土 3.30.E-04 3.30.E-04

S-3 － 浸透試験 0.30 ～ 0.30 0.30 － 覆土 2.63.E-03 2.63.E-03

S-4 － 浸透試験 0.30 ～ 0.30 0.30 － 覆土 5.09.E-06 5.09.E-06

S-５ － 浸透試験 0.30 ～ 0.30 0.30 － 覆土 3.50.E-05 3.50.E-05

1 2.00 ～ 3.00 2.50 15.14 礫混じり砂質粘土（覆土層） 1.02.E-04 1.02.E-04

2 5.80 ～ 6.80 6.30 11.34 有機質シルト（盛土） 7.51.E-06 7.51.E-06

3 8.00 ～ 13.00 10.50 7.14 凝灰質砂岩 0.3 0.5 3.90.E-06 3.90.E-06

1 2.00 ～ 3.00 2.50 15.04 礫混じり砂質シルト（盛土層） 6.23.E-04 6.23.E-04

2 7.00 ～ 8.00 7.50 10.04 礫混じり砂質シルト（盛土層） 1.56.E-05 1.56.E-05

3 14.50 ～ 15.50 15.00 2.54 礫混じり砂質シルト（盛土層） 1.22.E-05 1.22.E-05

4 18.00 ～ 19.00 18.50 -0.96 風化凝灰質砂岩 1.47.E-03 1.47.E-03

5 20.00 ～ 25.00 22.50 -4.96 凝灰質砂岩 0.1 1.5 1.30.E-06 1.30.E-06

1 1.50 ～ 2.50 2.00 13.79 礫混じり砂質粘土（盛土層） 3.52.E-06 3.52.E-06

2 6.50 ～ 7.50 7.00 8.79 礫混じり砂質粘土（盛土層） 2.35.E-04 2.35.E-04

3 9.50 ～ 10.50 10.00 5.79 有機質シルト（盛土層） 3.22.E-05 3.22.E-05

4 12.50 ～ 13.50 13.00 2.79 シルト（盛土層） 7.64.E-06 7.64.E-06

5 17.50 ～ 18.50 18.00 -2.21 礫混じり砂質シルト（盛土層） 9.25.E-04 9.25.E-04

6 20.00 ～ 20.50 20.25 -4.46 風化凝灰質砂岩 1.27.E-03 1.27.E-03

7 21.00 ～ 26.00 23.50 -7.71 凝灰質砂岩 3.8 - 4.94.E-05 4.94.E-05

8 23.00 ～ 26.00 24.50 -8.71 凝灰質砂岩 3.5 - 4.55.E-05 4.55.E-05

1 3.00 ～ 8.00 5.50 18.87 火山礫凝灰岩 59.3 1.0 7.71.E-04 7.71.E-04

2 8.00 ～ 13.00 10.50 13.87 凝灰質砂岩 1.0 0.5 1.30.E-05 1.30.E-05

1 1.00 ～ 2.00 1.50 16.51 風化凝灰質砂岩 3.64.E-05 3.64.E-05

2 6.00 ～ 10.00 8.00 10.01 凝灰質砂岩 1.0 0.6 1.30.E-05 1.30.E-05

1 6.00 ～ 11.00 8.50 12.44 凝灰質砂岩 24.1 - 3.13.E-04 3.13.E-04

2 11.00 ～ 16.00 13.50 7.44 凝灰質砂岩 0.0 0.4 0.00.E+00 0.00.E+00

1 4.20 ～ 5.20 4.70 11.18 粗砂（盛土層） 8.57.E-04 8.57.E-04

2 6.00 ～ 7.00 6.50 9.38 有機質シルト 3.50.E-06 3.50.E-06

1 2.60 ～ 5.10 3.85 13.91 砂質粘土混じり砂礫（廃棄物層） 2.20.E-03 2.20.E-03

2 5.50 ～ 6.30 5.90 11.86 砂質粘土混じり砂礫（廃棄物層） 1.86.E-03 1.86.E-03

1 2.00 ～ 7.00 4.50 19.17 凝灰質砂岩 0.9 1.5 1.17.E-05 1.17.E-05

2 7.00 ～ 12.00 9.50 14.17 火山礫凝灰岩 0.4 - 5.20.E-06 5.20.E-06

H17-13 18.38 1 4.00 ～ 9.00 6.50 11.88 火山礫凝灰岩 0.2 - 2.60.E-06 2.60.E-06

H17-14 20.57 1 3.00 ～ 8.00 5.50 15.07 火山礫凝灰岩 0.2 0.7 2.60.E-06 2.60.E-06

1 4.00 ～ 4.50 4.25 13.49 廃棄物 3.55.E-03 3.55.E-03

2 8.50 ～ 9.50 9.00 8.74 粘土混じり廃棄物 2.02.E-02 2.02.E-02

1 1.00 ～ 2.00 1.50 17.46 有機質シルト 4.32.E-05 4.32.E-05

2 2.50 ～ 3.50 3.00 15.96 砂質シルト 6.96.E-05 6.96.E-05

1 3.40 ～ 4.40 3.90 12.15 有機質シルト 6.79.E-05 6.79.E-05

2 5.00 ～ 6.00 5.50 10.55 風化凝灰質砂岩 1.12.E-05 1.12.E-05

H17-18 21.69 1 8.00 ～ 12.00 10.00 11.69 凝灰質砂岩 3.5 - 4.55.E-05 4.55.E-05

1 0.85 ～ 1.35 1.10 20.25 礫混じりシルト（盛土層） 1.12.E-02 1.12.E-02

2 3.50 ～ 7.00 5.25 16.10 凝灰質砂岩 2.0 0.4 2.60.E-05 2.60.E-05

1 6.00 ～ 11.00 8.50 22.64 火山礫凝灰岩 0.0 0.8 0.00.E+00 0.00.E+00

2 11.00 ～ 16.00 13.50 17.64 凝灰質砂岩 166.0 - 2.16.E-03 2.16.E-03

3 14.70 ～ 16.00 15.35 15.79 凝灰質砂岩 5.7 0.8 7.41.E-05 7.41.E-05

H17-17

実施
年度

H17-9

H17-16

H17-3

H17-5

17.64

17.54

15.79

H17-20

H17

H17-10

H17-11

H17-12

H17-15

H17-7

H17-1

H17-19

H17-8

透水係数孔番 ｽﾃｰｼﾞ 試験区間 土質・地質*1

中央深度 ルジオンテスト
透水係数　k
（cm/s）

24.37

18.01

20.94

15.88

16.05

21.35

31.14

17.76

23.67

17.74

18.96

No.1 19.11

H15
No.4 19.23
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図 6.1.2   処分場付近の透水性区分図 G・H・I・I-90m 測線（S＝1：2,500） 

処分場周辺の地質平面図 
【断面位置図】 

※廃棄物層（Wa2）中の透水係数には 4.0×10-4

～1.0×10-3cm/s の値もあるが、区分できない

ため、一律同区分とした。 

 

G 測線  
 
 

H 測線  
 
 

I 測線  
 
 

I-90m 測線  
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７．地下水位  

検 討 項 目 要            点 備    考 

1 地下水位連続観測 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当該地では、平成 16 年 3 月から 11 箇所に自記水位計を設置し、平成 18 年 2 月から 9 箇所を追加して地下水位変動を観測した。これまでの観測結果を図 7.1.1 に示す。 

当該処分場周辺の地下水位特性は下記のとおりである。 

① 当該地の地下水位は、荒川の近傍に設置した観測井（例えば、Loc.4）を除き、降雨後数時間後に上昇するといった降雨応答と、降水量の 30 日～60 日の移動平均の

変化に同期するような水位変動が認められる。 

② 荒川に近い観測井 Loc.4 や H17-10 及び H17-17 では、荒川の水位の変動に追従して上昇・下降する。このことから、荒川から処分場東端部付近までの地下水位は河

川の影響を受けていると考えられる。 

③ 一方、処分場内の観測井では②のような変動がないことから、荒川の水位の変動が処分場内の保有水や地下水へ与える影響はないものと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7.1.1   地下水位経時変化図 

※No.3 地点については、計器の

故障により現在は未観測。 
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H16.3.1～H17.9.30

水門閉門期間※ 水門閉門期間※
水門閉門期間※

※水門の閉門期間は、Loc.4などの水位変動から読みとった期間
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７．地下水位  

検 討 項 目 要            点 備    考 

2 地下水位一斉観測 当該地では平成 17 年 11 月 28 日、平成 18 年 1 月 25 日、同年 5 月 15 日及び同年 7 月 27 日の計 4 回の地下水位一斉観測を実施した。これらの地下水位は、岩淵堰の水門の開閉による荒川の貯留状況も

考慮して観測したものなどである。これまでの観測結果を図 7.2.1 に示し、特徴を下記に示す。 

① 荒川の水位に関係なく、当該地の地下水の流向は西側から処分場の東南端部に位置する側溝に向かい流下し、さらに東側の荒川へ流下する流れが推定される。 

② 荒川の水位が上昇している際には、近隣の観測井の Loc.4 や H17-10 及び H17-17 の地下水位は荒川の水位の上昇にあわせて上昇する（図 7.1.1 参照）ことから、荒川から処分場東端部付近まで

は河川水の影響があると考えられるが、その他の区域では地下水位の流向に大きな変化は認められない。 

③ 旧工区の H16-2b 付近では、地下水位の高まりが認められる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7.2.1  地下水位等高線図 

 

（ａ）平成 17年 11 月 28 日測定 
（渇水期：水門が開いた状態で測定） 

（ｃ）平成 18年 5月 15 日測定 
（灌漑期：水門が閉じた状態で測定） 

（ｂ）平成 18年 1月 25 日測定 
（渇水期：水門が開いた状態で測定） 

（ｄ）平成 18年 7月 27 日測定 
（豊水期：水門が開いた状態で測定） 

荒川 荒川 

荒川 荒川 
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７．地下水位  

検 討 項 目 要            点 備    考 

3 現況流向・流速の再現 

 

 

 

 

 

現況の地下水の推定流向と流速を解析した結果を図 7.3.1，図 7.3.2 に示す。 

図 7.3.1 の上図は標高 12ｍ付近の水平断面図で、下図は標高 4ｍ付近の水平断面図である。また、図 7.3.2 の L-1～ L-5 断面図は東西方向（上下流方向）の断面図である。

本図から下記のことが推定される。 

① 現況の地下水の流向は、大局的に処分場の西側や南側から東側に位置する側溝や荒川の方向へ流れるような流向が解析された。 

② 現況の地下水の流速は、処分場の上流側の自然地盤部分では 0.005m/日以下と遅く、旧工区の上流側においても 0.01m/日以下とやや遅い。その他の処分場内ではおお

むね 0.02m/日以下の速さが解析された。ただし、敷地境界付近の側溝付近では 0.025～0.05m/日程度と比較的速い流れが解析された。 

③ 地下水は、基盤岩の凹部においてもわずかであるが流動していることが解析された（図 7.3.2 の L-2 断面の○印部）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7.3.1  現況地下水流向・流速平面図 
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図 7.3.2  現況地下水流向・流速断面図 
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８ モニタリング計画 

検 討 項 目 要            点 備    考 

1 全体モニタリング計画 当処分場に起因する支障の除去および支障のおそれに対する対策に関して、下記の３つの目的に応じて大気質や水質についてモニタリングを行う。 

全体モニタリング計画を表 8.1.1 にモニタリング位置図を図 8.1.2 に示す。 

① 工事に伴う周辺影響の把握のためのモニタリングを行う。 

② 雨水浸透防止対策工事対策後における悪臭の拡散防止効果の確認のためのモニタリングを行う。 

③ 浸出水拡散防止対策における実施時期把握のためのモニタリングを行う。 

 

 

           

 

 

 

 

 

図 8.1.2   モニタリング実施計画位置図 

 

 

No.1

No.2

No.3

No.4

No.6

No.7上流観測井

H16-10

H16-11

H16-1a

H16-1b

H16-2a

H16-5

H16-12
H16-14

H16-7
H16-9a

H16-9b
H16-8

H16-6

H16-4

H16-3
H16-13

H16-15

7-27-3

7-4 7-5

8

Loc.1

Loc.1B

Loc.1A

H17-17

H17-1

H17-13

H17-16

Loc.3

H17-19 Loc.2

浸出水採取設備
備

H17-15

H17-11

H16-2b

No.5

凡　例

　：場内下流側(9)

　：場外下流側(9)

　：場内ＭＦｴﾘｱ(4)

　：場内その他Ａ(2)
　 : 場内その他Ｂ(10)
   : 場外上流側(5)
　：ガス抜き管

1号付近

2号付近

 

種　　類 内　　　　　容 頻度 測　　定　　地　　点

①硫化水素連続モニタリ
ング

○連続測定装置３台によるＨ2Ｓ測定 通年 ○３地点

○ガス抜き管の発生ガス（H2S、CH4、温度、発生量） 年１２回

○ガス抜き管孔内水（保有水）の分析（BOD、F、B等）
測定項目により
年２回～年１２回

③ボーリング孔内保有水
調査

●保有水の水質分析（SO4
2-、Cl-、F、B、地下水等検査

項目等）

測定地点・項目により
年１回～年１２回

●場外　１４地点程度
●場内　２５地点程度

○大気環境調査（有害大気汚染物質、悪臭物質等） 年４回 ○２地点（場内、近傍）

○ボーリング孔内（大気環境調査と同項目） 年２回 ○７地点

○ボーリング孔内（可燃性ガス、H2S、O2、CO2） 年１回 ○１９地点

○貯留池流入水等（悪臭成分S系4物質） 年２回 ○２地点

○ガス処理施設効果判定調査 年１回 ○２地点

⑤水質調査
○処分場内（浸透水、放流水）、周辺地下水、荒川の水
質調査（地下水等検査項目、放流水等基準項目）

年４回 ○６地点

⑥ダイオキシン類調査 ○放流水、周辺地下水 年２回 ○3地点

⑦多機能性覆土モニタリ
ング

●出口でのガス濃度調査（H2S、Benzene） 年６回
●多機能性覆土モニタリング
孔６地点

●騒音・振動調査（工事車両・重機等の交通騒音・振動
調査）

年４回
●４地点
（工事開始前・工事期間中）

●環境大気調査（NOx、SPM等） 年２回
●２地点
（工事開始前・工事期間中）

●処分場敷地境界の悪臭防止法に準じた嗅覚調査 年３回
●４地点
（工事期間中）

●発生ガス（H2S、CH4、有害大気汚染物質等）・湧水調
査（BOD、COD、TOC等）

随時
●発生又は湧出箇所
（工事期間中）

②ガス抜き管の硫化水
素等発生状況調査

竹の内産業廃棄物最終処分場関連モニタリング計画（実施計画書用）

④発生ガス調査

⑧対策工事に伴う調査

○７地点

表 8.1.1  全体モニタリング計画 

 

注）○：継続モニタリング 

●：新規モニタリング 
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９ 対策工の効果 

検 討 項 目 要            点 備    考 

1  多機能性覆土の効果 

 

多機能性覆土は、透気層（ガス捕捉），バリア層（雨水制御）と植栽層の 3層から構成される。 

多機能性覆土は、廃棄物層から発生するガスを捕捉材により吸着させガスの放散を抑制するために透気層を 

設置する。その透気層の設計や効果予測を行うために、所定の性能を満たす材料，構造の決定を行うことを目 

的として実験 1～実験 7の実験を行った。対象物質はこれまでのガス調査の結果を踏まえ表 9.1.1 のとおりと 

し、試験方法は図 9.1.1 に示すように行った。 

 各実験の結果を表 9.1.2、表 9.1.3 に示した。 

実験１の結果、ガス捕捉材として、硫化水素、 

べンゼン、塩化ビニルに対して活性炭、硫化水素 

に対して酸化鉄が有効であることが明らかになっ 

た（活性炭を十分に機能させるために、硫化水素 

ガスを酸化鉄で先に捕捉させる）。 

 カラム試験（実験２，５）の結果、対象ガスは 

活性炭：酸化鉄=1：1 の条件で十分除去可能で、 

その時の吸着量は、ガス捕捉材（活性炭，酸化鉄） 

1g に対して、硫化水素 8.6cm3/g，ベンゼン  

4.3cm3/g，塩化ビニル 5.2 cm3/g となった。 

 活性炭(10％)＋砂、酸化鉄（10％）＋砂の配合 

により対象物質の吸着性能を調べたところ（実験 

６（現地発生ガス使用），実験７）、吸着効果が認 

められ、ペンタン、塩化メチルについても、吸着 

効果があることが確認された。 

 

 

 

 

図 9.1.2  現地モデル実験設置 

系  統 観測井からの主な発生ガス 試験対象ガス 

硫化水素系 硫化水素  硫化水素 

アルカン系 ペンタン、ヘキサン、エタン、メタン ペンタン 

芳香族系 ベンゼン、トルエン、キシレン、エチルベンゼン ベンゼン 

塩化メチル、シス-1.2 ジクロロエチレン、1,3－ブタジエン、ジクロロベ

ンゼン  
塩化メチル 

 

有
機
化
合
物 有機塩素系 

塩化ビニル 塩化ビニル 

 

表9.1.1  試験対象ガス一覧

表 

※観測井やガス抜き管で平面的、かつより高い濃度で検出される物質を本試験の対象ガスとした（網掛け

部）。その他の物質については、捕捉材を検討した後に吸着率等の確認を行った。 

表 9.1.2  多機能性覆土検討試験結果一覧(1) 

表 9.１.3  多機能性覆土検討試験結果一覧(2) 
実験名

実験の目的

旧工区 新工区

最大乾燥密度(g/cm
3
） 1.401 1.471 0.818 1.485

最適含水比（％） 27.6 22.1 72.1 25.2

90％値(g/cm
3
） 1.261 1.324 0.736 1.337

透水係数（cm/s） 3.2×10-3 5.5×10-3 1.8×10-5 1.9×10-6

透気係数(cm/s） 1.5×10-1 2.5×10-1 6.0×10-2 3.3×10-2

水分保持能 水は、保持されにくい 水は、保持されにくい 水は、保持されやすい 水は、保持されやすい

覆土

実験３ 実験４

対象 活性炭(10%）+砂 酸化鉄(10%）+砂

ガス捕捉材＋ベース材の力学性把握 バリア材（現地発生土）の力学性把握

活性炭　　 酸化鉄 ゼオライト リモナイト
人工

ゼオライト 活性炭 酸化鉄 ゼオライト活性炭 酸化鉄 ゼオライト 発生ガス
モデル通気
後

発生ガス
モデル通気
後

設計年数10年での
捕捉材耐用性

濃度補正による
耐用年数

硫化水素 98.6% 41.7% 74.0% 効果なし 効果なし 効果なし 790 <0.05 530 0.06 耐用可能 >112年

ベンゼン 79.2% 効果なし 効果なし 効果なし <0.1 <1 0.3 <1 耐用可能 >370年

塩化ビニル 59.9% 効果なし 効果なし 効果なし <1 <1 <1 <1 耐用可能 95年

ペンタン <1 <1 <1 <1 耐用可能 >159年

塩化メチル <1 <1 <1 <1 耐用可能 33年

吸着率８０％以上 *：常温の吸着率を100としたときの相対値

吸着率５０～８０％

吸着率５０％未満

項目

実験の目的

実験名 実験７（カラム試験）
ガス捕捉材　吸着性能 温度変化による吸着性能変化 生物分解性

実験２(カラム試験）

活性炭(10％)，酸化鉄(10％）

実験６（モデル実験）

対象物質

活性炭(10％)，酸化鉄(10％）

設計年数での吸着効果通気30日後(ppm) 通気60日後(ppm)

実験５(カラム試験）

実験２結果との比較から
見た影響

影響なし

影響なし

湿度を与えた場合の吸着
効果の影響の把握

活性炭：酸化鉄＝1:1

実験１（バッチ試験）

捕捉材吸着量

8.6cm3/g

4.3cm3/g

ガス捕捉材名 ガス捕捉材 ガス捕捉材

カラムへの標準ガス通
気による吸着量の把握

活性炭：酸化鉄＝1:1

ガス捕捉材の吸着性能の確認
温度(40℃，5℃）による吸着
効果の変化の把握*

影響なし

微生物によるガス捕捉材の
吸着効果の持続性

5.2cm
3
/g

図 9.1.1 調査フロー 



- 28 - 

 

９ 対策工の効果 

検 討 項 目 要            点 備    考 

2 透過性反応浄化壁の 

効果 

 

透過性反応浄化壁は、浸出水中に含有する対象物質を処分場敷地境界の外への拡散を防止するため、その対象物質に反応し 

吸着もしくは分解する浄化材を充填した浄化壁を地下水の流れの下流側に設置する対策である。その浄化壁の設計や効果予 

測を行うために、対象となる処分場内外の水質の性状を調べ、対象 

物質を吸着することが可能となる浄化材の選定と対象物質に対する 

吸着性能を把握することを目的として実験 1～実験 7を実施した(た 

だし、実験 1については、「３．保有水・地下水水質」で取りまとめ 

た）。対象物質はこれまでの水質調査の結果を踏まえ、表 9.2.1 のと 

おりとし、試験方法は図 9.2.1 に示す方法で行った。 

実験には、現地（No.5 孔）から採水した水試料を使用した。 

 実験３の結果、各浄化材とも対象物質の吸着に選択性があること 

が確認され、複合的に使用する必要があることが明らかとなった。 

 カラム試験（実験４、５）の結果、黒ぼく土＋活性炭が当該地で 

は有効であることが確認され、その吸着量は、浄化材 1g（黒ぼく土 

0.5g、活性炭 0.5g）に対して、ふっ素 0.043mg/g、ほう素 0.139 

mg/g となった。 

 黒ぼく土(20％)＋砕石，活性炭（20％）＋砕石の配合により対象 

物質の吸着性能を調べたところ（実験６、７）、吸着効果が認められ、 

他物質についても吸着効果が確認された。 
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図 9.2.2  現地モデル実験設置状況 
図 9.2.1 調査フロー 

表 9.2.1  透過性反応浄化壁試験の対象

物質一覧表 地下水 廃棄物 

対象物質 記号 地下水等検査 

項目基準 
地下水環境基準 土壌環境基準 含有量基準 

ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ cDCE ○（1） ○（1） －  

ベンゼン Bz － － ○（1）  

砒素 As ○（1） ○（1） ○（3） － 

鉛 Pb － － ○（8） ○（31） 

カドミウム Cd － － － ○（1） 

総水銀 T-Hg － － ○（1） － 

ふっ素 F  ○（15） ○（2） － 

ほう素 B  ○（19） ○（5） － 

ＢＯＤ BOD ○（12）    

ダイオキシン類 DXN  ○（6） －  

 

（ ）内の数字は超過頻

度 

※網掛け部分を対象物質とする。 

斜線は当該基準項目に含まれていない項目。 

表 9.2.2  透過性反応浄化壁検討試験結果一覧 

ケース１ ケース１ ケース２ ケース３ ケース４ ケース５

第1
カラム

活性炭(5%）
＋合成鉱物

(5%)

活性炭(2.5%)+黒ぼ
く土(2.5%)，
合成鉱物(5%)

活性炭(2.5%)+黒ぼ
く土(2.5%)，
合成鉱物(5%)

活性炭(2.5%)+黒ぼ
く土(2.5%)，
合成鉱物(5%)

活性炭(20%)，
黒ぼく土(20%)

活性炭(2.5%)+黒ぼ
く土(2.5%)，
合成鉱物(5%)

自然土
(黒ぼく土）

合成鉱物
(ハイドロタ
ルサイト）

活性炭
第２

カラム
－ －

合成鉱物
(10%)

－
合成鉱物
(10%)

活性炭
(5%）＋合
成鉱物(5%)

黒ぼく土(5%)，
黒ぼく土(5％)＋活
性炭(5%)

硫酸Ⅱ鉄(5%)+黒ぼ
く土(2.5%)，
黒ぼく土(5％)＋活
性炭(5%)

硫酸Ⅱ鉄(10%)，
黒ぼく土(5％)＋活
性炭(5%)

黒ぼく土(20%)，
活性炭(20%)

硫酸Ⅱ鉄(10%)，
活性炭(10%)

原水 モデル通水後 原水 モデル通水後
初期水

(通水前）
カラム通水後

鉛 破過していない 0.011 0.002 0.008 <0.001 0.07 <0.001

砒素 破過していない 0.001 <0.001 0.003 <0.001 0.034 0.001

ふっ素 0.043mg/g 2.6 <0.08 3.9 <0.08 1.8 <0.08

ほう素 0.139mg/g 9.3 0.3 16 0.2 12 <0.1

ＢＯＤ（ＴＯＣ） 破過していない 27(110) 2.4(2.8) 63(250) 3.0(3.5) 46(190) 1.7(1.2)

ｼｽ１,２-ジクロロエチレン <0.004 <0.004 0.011 <0.004 0.21 <0.004

ベンゼン <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 0.036 <0.001

カドミウム <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 0.022 <0.001

総水銀 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 0.0017 <0.0005

ダイオキシン類
0.46

pg-TEQ/L
－ －

0.024
pg-TEQ/L

1.5 0.059

吸着率８０％以上 十分あると考えられる（全物質　　　以上）

吸着率５０～８０％
効果あると考えられる（1物質　　　だが、他は　　　以上）　　

吸着率５０％未満

対象物質

項目

実験の目的
黒ぼく土(20%)，活性炭
(20%)での対象物質の吸
着効果を確認。

設計年数での吸着効果

実験５結果によるほう
素破過まで通水

実験７対象物質の吸着
性能の確認

かラム試験

浄化材の吸着性能の確認

浄化材名

実験３浄化材の吸着能力評価

浄化壁の組合せの検討，耐久性の評価

実験４浄化壁能力試験

活性炭(10%） 自然土(5%）＋活性炭(5%) 自然土(10%)

ケース２ ケース３ ケース４

浸出水黒色呈する
ため、通水停止

浸出水ｐH昇，黒色
を呈したため通水
停止

浸出水ｐH昇，黒色
を呈したため通水
停止

浸出水ｐH昇したた
め通水停止

実験４の追試，浄化材の吸着量把握

通水期間

通水１ヵ月後(mg/L) 通水2ヵ月後(mg/L)

検討される浄化壁のイメージを示すとともに黒
ぼく土(20%)，活性炭(20%)での吸着効果を確
認。

実験６　現地効果確認実験５浄化壁能力試験
実験名

バッチ試験 カラム試験 カラム試験 現地モデル実験

ケース１ ケース１ ケース２ ケース３ ケース４ ケース５

第1
カラム

活性炭(5%）
＋合成鉱物

(5%)

活性炭(2.5%)+黒ぼ
く土(2.5%)，
合成鉱物(5%)

活性炭(2.5%)+黒ぼ
く土(2.5%)，
合成鉱物(5%)

活性炭(2.5%)+黒ぼ
く土(2.5%)，
合成鉱物(5%)

活性炭(20%)，
黒ぼく土(20%)

活性炭(2.5%)+黒ぼ
く土(2.5%)，
合成鉱物(5%)

自然土
(黒ぼく土）

合成鉱物
(ハイドロタ
ルサイト）

活性炭
第２

カラム
－ －

合成鉱物
(10%)

－
合成鉱物
(10%)

活性炭
(5%）＋合
成鉱物(5%)

黒ぼく土(5%)，
黒ぼく土(5％)＋活
性炭(5%)

硫酸Ⅱ鉄(5%)+黒ぼ
く土(2.5%)，
黒ぼく土(5％)＋活
性炭(5%)

硫酸Ⅱ鉄(10%)，
黒ぼく土(5％)＋活
性炭(5%)

黒ぼく土(20%)，
活性炭(20%)

硫酸Ⅱ鉄(10%)，
活性炭(10%)

原水 モデル通水後 原水 モデル通水後
初期水

(通水前）
カラム通水後

鉛 破過していない 0.011 0.002 0.008 <0.001 0.07 <0.001

砒素 破過していない 0.001 <0.001 0.003 <0.001 0.034 0.001

ふっ素 0.043mg/g 2.6 <0.08 3.9 <0.08 1.8 <0.08

ほう素 0.139mg/g 9.3 0.3 16 0.2 12 <0.1

ＢＯＤ（ＴＯＣ） 破過していない 27(110) 2.4(2.8) 63(250) 3.0(3.5) 46(190) 1.7(1.2)

ｼｽ１,２-ジクロロエチレン <0.004 <0.004 0.011 <0.004 0.21 <0.004

ベンゼン <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 0.036 <0.001

カドミウム <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 0.022 <0.001

総水銀 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 0.0017 <0.0005

ダイオキシン類
0.46

pg-TEQ/L
－ －

0.024
pg-TEQ/L

1.5 0.059

吸着率８０％以上 十分あると考えられる（全物質　　　以上）

吸着率５０～８０％
効果あると考えられる（1物質　　　だが、他は　　　以上）　　

吸着率５０％未満

対象物質

項目

実験の目的
黒ぼく土(20%)，活性炭
(20%)での対象物質の吸
着効果を確認。

設計年数での吸着効果

実験５結果によるほう
素破過まで通水

実験７対象物質の吸着
性能の確認

かラム試験

浄化材の吸着性能の確認

浄化材名

実験３浄化材の吸着能力評価

浄化壁の組合せの検討，耐久性の評価

実験４浄化壁能力試験

活性炭(10%） 自然土(5%）＋活性炭(5%) 自然土(10%)

ケース２ ケース３ ケース４

浸出水黒色呈する
ため、通水停止

浸出水ｐH昇，黒色
を呈したため通水
停止

浸出水ｐH昇，黒色
を呈したため通水
停止

浸出水ｐH昇したた
め通水停止

実験４の追試，浄化材の吸着量把握

通水期間

通水１ヵ月後(mg/L) 通水2ヵ月後(mg/L)

検討される浄化壁のイメージを示すとともに黒
ぼく土(20%)，活性炭(20%)での吸着効果を確
認。

実験６　現地効果確認実験５浄化壁能力試験
実験名

バッチ試験 カラム試験 カラム試験 現地モデル実験

ｶﾗﾑ ケース１ ケース１ ケース２ ケース３ ケース４ ケース５

第1
カラム

活性炭(5%）
＋合成鉱物

(5%)

活性炭(2.5%)+黒ぼ
く土(2.5%)，
合成鉱物(5%)

活性炭(2.5%)+黒ぼ
く土(2.5%)，
合成鉱物(5%)

活性炭(2.5%)+黒ぼ
く土(2.5%)，
合成鉱物(5%)

活性炭(20%)，
黒ぼく土(20%)

活性炭(2.5%)+黒ぼ
く土(2.5%)，
合成鉱物(5%)

第２
カラム

－ －
合成鉱物
(10%)

－
合成鉱物
(10%)

－

活性炭
(5%）

+合成鉱物
(5%)

黒ぼく土(5%)，
黒ぼく土(5％)＋活
性炭(5%)

硫酸Ⅱ鉄(5%)+黒ぼ
く土(2.5%)，
黒ぼく土(5％)＋活
性炭(5%)

硫酸Ⅱ鉄(10%)，
黒ぼく土(5％)＋活
性炭(5%)

黒ぼく土(20%)，
活性炭(20%)

硫酸Ⅱ鉄(10%)，
活性炭(10%) 原水 モデル通水後 原水 モデル通水後

初期水
(通水前）

カラム通水後

鉛 破過していない 0.011 0.002 0.008 <0.001 0.07 <0.001

砒素 破過していない 0.001 <0.001 0.003 <0.001 0.034 0.001

ふっ素 0.043mg/g 2.6 <0.08 3.9 <0.08 1.8 <0.08

ほう素 0.139mg/g 9.3 0.3 16 0.2 12 <0.1

ＢＯＤ（ＴＯＣ） 破過していない 27(110) 2.4(2.8) 63(250) 3.0(3.5) 46(190) 1.7(1.2)

ｼｽ１,２-ジクロロエチレン <0.004 <0.004 0.011 <0.004 0.21 <0.004

ベンゼン <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 0.036 <0.001

カドミウム <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 0.022 <0.001

総水銀 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 0.0017 <0.0005

ダイオキシン類
0.46

pg-TEQ/L
－ －

0.024
pg-TEQ/L

1.5 0.059

実験６　現地効果確認実験５浄化壁能力試験
実験名

バッチ試験 カラム試験 カラム試験 現地モデル実験

実験４の追試，浄化材の吸着量把握

通水期間

通水１ヵ月後(mg/L) 通水2ヵ月後(mg/L)

黒ぼく土(20%)，活性炭(20%)での吸着効果を確
認するとともに、検討する浄化壁のイメージを
示す。

実験７対象物質の吸着
性能の確認

かラム試験

浄化材の吸着性能の確認

実験３浄化材の吸着能力評価

浄化壁の組合せの検討，耐久性の評価

実験４浄化壁能力試験

活性炭(10%）
黒ぼく土(5%）

　　　　＋活性炭(5%)
黒ぼく土(10%)

実験の目的
黒ぼく土(20%)，活性炭
(20%)での対象物質の吸
着効果を確認。

設計年数での吸着効果

実験５結果によるほう
素破過まで通水

ケース２ ケース３ ケース４

通水後黒色を呈じ
たため、通水停止

通水後ｐＨ上昇，
黒色を呈したた
め、通水停止

対象物質

項目

通水後ｐＨ上昇，
黒色を呈したた
め、通水停止

通水後ｐＨ上昇し
たため、通水停止

浄化材名

黒ぼく土
合成鉱物

(ハイドロタ
ルサイト）

活性炭
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９ 対策工の効果 

検 討 項 目 要            点 備    考 

3 透過性反応浄化壁の

実施事例 

 透過性反応浄化壁の実績を表 9.3.1 にまとめて示す。 

 これまで透過性反応浄化壁はＶＯＣの汚染拡散防止対策として実績があり、重金属類（鉛）や農薬類、ダイオキシン類に対する実績もある。 

 

表 9.3.1  透過性反応浄化壁の実績 

サイト 施工時期 対象物質 業種
濃度経過

上流→下流/杭内
備考

Ａサイト 97.12 VOC φ 265mm×7本（実証試験） 平面延長2m 深度11m 電気機器 4.0mg/L→0.001mg/L

Ｂサイト 98.8 VOC φ 550mm×5本 平面延長3m 深度11m 電気機器 6mg/L→0.007mg/L

Ｃサイト 99.4 VOC φ 550mm×18本 平面延長13m 深度11m 電気機器 3.4mg/L→0.008mg/L

Dサイト 99.8 VOC トレンチ方式（幅0.5ｍ） 平面延長30m 深度7m 化学 0.82mg/L→0.001mg/L

Eサイト 98.10 VOC φ 1000mm×1本（実証試験） 平面延長1m 深度11m 電気機器 13.85mg/L→0.04mg/L

Fサイト 99.6 VOC φ 1000mm×109本 汚染源対策 深度11m 電気機器 9mg/L→0.04mg/L以下
浄化目標

汚染源濃度を3～5年で

1/10

Gサイト 98.12 VOC φ 260mm×4本（実証試験） 汚染源対策 深度10m 官公庁 200mg/L→0.1mg/L

Hサイト 98.11 VOC

φ 550mm×11本

φ 750mm×40本

φ 1000mm×13本

汚染源対策
深度11m

官公庁

cis：50～80mg/L

　　　　　→0.24～21mg/L

TCE3.0mg/L→0.03mg/L以下

浄化目標

汚染源濃度を3～5年で

1/10

Iサイト 99.8 Cr6+ φ 265mm×12本（実証試験） 平面延長3m 深度3m 機械製造 Cr6+：3.4mg/L→N.D.

Jサイト 00.10 VOC φ 1000mm×83本 平面延長83m 深度8m 電気機器 0.8mg/L→0.04mg/L以下

Ｋサイト 01.10 VOC φ 1000mm×101本 平面延長91m 深度29m 電気機器 0.1mg/L→0.005mg/L

Lサイト 01.11 VOC
φ 1,000mm×318本

φ 650mm×4本
平面延長314m 深度6m 金属製品

TCE:0.106mg/L→N.D.

cis：0.603mg/L→0.04mg/L

Mサイト 01.11 鉛 トレンチ方式（幅2m） 平面延長10ｍ 深度6.5m 化学 　鉛：mg/L→0.01mg/L以下

Nサイト 03.3 VOC
φ 1000mm×577本

φ 1200mm×58本
平面延長570ｍ

深度30m

（平均）
非鉄金属 10mg/L→N.D.

Oサイト 04.6 VOC φ 1000mm×106本 平面延長99m 深度23m 非鉄金属 4mg/L→0.04mg/L以下

Pサイト 04.6 VOC

φ 1000mm×32本

φ 1500mm×54本

φ 2000mm×16本

平面延長131m 深度15～25m 非鉄金属 20mg/L→0.01mg/L以下

Qサイト 04.1
農薬（PCP、MCP、

BHC）、DXN
φ 1000mm×44本 平面延長40m 平均深度10m 化学

PCP:0.0043mg/L

　　　　　　　→0.001mg/L以下

Rサイト 04.6
農薬（ｼﾏｼﾞﾝ、ﾀﾞｲｱｼﾞ

ﾉﾝ、PCP）、DXN
トレンチ方式（幅1.5ｍ） 平面延長20ｍ 深度4ｍ 化学 ー

Sサイト 04.1 VOC
φ １000mm×61本

φ 2000mm×32本
平面延長68m

深度GL-10ｍ

（平均）
電気機器 169mg/L→N.D.

Tサイト 04.7 VOC φ 1000mm×67本 平面延長60m
深度GL-24ｍ

（平均）
繊維工業 1mg/L→0.001mg/L

施工数量
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10 対策工の基本設計 

検 討 項 目 要            点 備    考 

1 支障除去の目的 

 

 

 

2 支障除去対策の内容 

 

 

 

 

 

 

3 対策工の目的と機能 

 

4 多機能性覆土 

4.1 多機能性覆土の設置

位置 

 

 

4.2 設計年数Ｔの考え方 

 

 

 

 支障除去の目的は、下記のとおりとする。 

① 有害ガス（硫化水素）及び悪臭による支障又は支障のおそれ 

② 浸出水拡散による支障のおそれ 

 

 支障除去対策は、下記の対策を実施する。 

(1) 多機能性覆土 

(2) 遮水壁 

(3) 透過性反応浄化壁 

(4) 雨水排水溝 

(5) 付属設備 ①暗渠ドレーン・表面導水路，②モニタリング井戸 

 

 対策工の目的と機能は、表.10.3.1 のとおりである。 

 

 

多機能性覆土は、平成 16 年の表層ガス調査におけるガス発生・濃度分布状況により、硫化水素濃度

が 100ppm を超えているエリアについて設置することとする。 

設置エリアの面積は 9,900ｍ２である(図 10.4.1 参照)。 

 

 硫化水素濃度は観測孔のモニタリングデータより徐々に減尐する傾向にある(図 10.4.2 参照)。 

硫化水素濃度は将来的に青線のように減尐すると推定し、硫化水素濃度の基準として 0.2ppm（硫化

水素の規制基準は敷地境界で悪臭規制基準 0.02ppm）以下になる期間を設計年数として 10 年間を設定

する。設計年数は設計時において多機能性覆土の性能を維持する年数であり、実際にはモニタリングや

メンテナンスを行うことによって期間は延びる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10.4.2  ガス抜き管（モニタリング孔）の硫化水素濃度の経年変化 

 

 

 

 

 

 

対策工 目 的 機 能 効 果 

(1) 多機能性
覆土 

悪臭発生防止 
地下水位ｺﾝﾄﾛｰ
ﾙ  

多機能性覆土は透気層、雨水制御層、植栽層から
なり、透気層で埋立層から発生するｶﾞｽを捕捉材によ
って吸着させるものである。 
 埋立層からの発生ｶﾞｽは雨水による地下水位上昇
により発生するため、多機能性覆土を埋立地上面に
設置することによって発生要因となる地下水位上昇
が抑えられるとともに万が一発生したときは透気層に
よりｶﾞｽを吸着させる。 

埋立地内部の地
下水位変動を抑
制するとともにｶﾞ
ｽの発生を抑止
できる 

(2) 遮水壁 
浸出水拡散防
止 

遮水壁は遮水性のあるｿｲﾙｾﾒﾝﾄなどによる地中連
続壁で地下水を遮断する機能がある。埋立地下流側
の境界に設置し、埋立地内部から漏洩している浸出
水の外部拡散を抑止する。 
 埋立地内部の地下水流を浄化壁に導く。 

東側雨水排水溝
などへの浸出水
漏洩が防止でき
る 

(3 )透過性反応
浄化壁 

浸出水拡散防
止 
浸出水浄化 

透過性反応浄化壁は浄化材と砕石をベースとした
水を透過する地中壁であり、浄化壁を通過するときに
浄化材により汚染物質を吸着・浄化させるものであ
る。 
 遮水壁の一部に透過反応浄化壁を設置して、浸出
水を導き地下水環境基準以下の地下水として外部に
流出させる。 

浸出水漏洩が防
止できるとともに
浸出水を浄化す
ることができる 

主
対
策
工 

(4) 雨水排水
溝 

雨水排水（冠水
対策） 
地下水位ｺﾝﾄﾛｰ
ﾙ 

計画地は大雨になると埋立地周辺が冠水状態とな
り、周辺住民の生活環境に支障が生じている。また、
冠水は埋立地内部に雨水が浸透し地下水が上昇し、
浸出水拡散やｶﾞｽ発生の要因となっている。 
雨水排水溝は埋立地周辺の冠水対策とともに、埋立
地内部の地下水位を制御するために設置する。 

冠水の発生をな
くすとともに埋立
地内部の地下水
変動量を抑制す
る 

付
属
対
策
工 

(5) 暗渠ﾄﾞﾚｰ
ﾝ・表面導水路 
ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ工 

地下水位ｺﾝﾄﾛｰ
ﾙ 

遮水壁設置により大雨時に埋立地内部の地下水
位が上昇し、浸出水が越流することが懸念される。暗
渠ﾄﾞﾚｰﾝは遮水壁内側上部、表面導水路は浄化壁の
前面に設置し、地下水が上昇したときに浄化壁まで地
下水を導いて水位の上昇を抑えるために設置する。 

浸出水の遮水壁
越流が防止でき
る 

 

表 10.3.1  対策工の目的と機能一覧表 

多機能性覆土の設置位置 

図 10.4.1  多機能性覆土の設置位置 

硫化水素濃度の経時変化
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ガス抜管７－２

ガス抜管７－３

ガス抜管７－４

ガス抜管８

硫化水素の基準　0.2ppm

平成18年1月

硫化水素濃度低下想定線

支障除去想定期間　10年

ガス抜管8：10年

ガス抜管7-4：3.5年

ガス抜管7-3：7年

ガス抜管7-2：10年

硫化水素の規制基準は
敷地境界で　0.02ppmとし
て設定

平成16年11月：測定日
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10 対策工の基本設計 

検 討 項 目 要            点 備    考 

4.3 多機能性覆土の設計

条件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.4 多機能性覆土の設計 

 

 

  

(1)ガス発生量 v 

埋立地内部のガス発生は、降雨による地下水位の変動に起因して発生する。図 10.4.3 は、処分場内外の

観測井戸による地下水位の経時変化を示したものである。地下水位は降雨直後からゆっくりと上昇し、そ

の後現況まで徐々に回復している。1 降雨当たりの地下水位の変動量は約 1.5m 程度である。 

ガスの発生量は地盤の間隙内にあったガスが地下水変動により押し出されるとして算出する。 

①地下水の最大変動量 1.5ｍ（日降雨量 50mm のときと想定） 

②日降雨量 50mm は実績として年 5 回程度→安全率 1.2 を考慮して年７回と設定 

③地盤の間隙率 0.4 

④単位面積当たりのガス発生量ｖ＝1×1×1.5m×0.4×7 回＝4.2m３/m２/年 

 

(2)ガス捕捉材の必要量 

廃棄物層から発生する主なガスは、硫化水素とベンゼンなどである。捕捉材性能試験より、活性炭はそ

れらのガスに対して吸着効果があるが、ガスの捕捉を効率的に行うため硫化水素は酸化鉄、その他のガス

は活性炭で捕捉する計画とする。 

 

表 10.4.3 に示すガス捕捉材の必要量を確保するように、多機能性覆土の透気層（ガス捕捉層）の厚さを

設定する。 

(1)ガス捕捉材の混合率α：酸化鉄及び活性炭とも混合性能を考慮して 10%と設定する。 

（捕捉材の重量：砂の重量＝1：9） 

(2)酸化鉄による透気層（ガス捕捉層）の厚さ Bf ：表 10.4.4 に示す。 

 

(3)活性炭による透気層（ガス捕捉層）の厚さ Bk ：表 10.4.5 に示す。 

 

(4)標準断面図 

多機能性覆土の標準断面は、図 10.4.4 に示すとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10.4.4 多機能性覆土の標準断面図 

酸化鉄Ｍｆの捕捉層厚 12.5cm，活性炭Ｍkの捕捉層厚 12.5cm 

 

①地下水位評価地点：硫化水素発生エリアのＮｏ．４孔 

②最大水位変動量：1.5ｍ（日降雨量50mmのときと想定） 

③日降雨量50mmは年5回程度：年7回と想定 

④地盤の間隙率0.4として、年間の発生量ｖを算出する 

 ｖ＝1m×1m×1.5m×0.4×7回＝4.2m3/m2/年 

水位変動量：1.5ｍ 

日降雨量50mm：年5回程度 

水

位

変

動

量 

降

雨

量 

１年間 

図 10.4.3 地下水位の経年変化 

表 10.4.4 酸化鉄による透気層の厚さ Bf （値は透気層 1m2当たり） 

項 目 値 備 考 

単位体積重量γf (kg/m3) 1,324 土質試験結果より 

体積 Vf（m3） Bf 透気層の厚さ Bfとする 

重量 Mf（kg） 1,324 Bf ＝γf×Vf  

捕捉材量 Wf(kg) 132.4 Bf ＝Mf×α 

最低必要厚さ Bf min (m) 0.037 以上 Wf ≧ M=4.89 kg 

設定厚さ Bf (m) 0.125 施工性を考慮して設定 

安全率 3.4  

性能保持期間 約 30 年  

 

表 10.4.3  ガス捕捉材の必要量 

対象ガス 硫化水素 ベンゼン 塩化ﾋﾞﾆﾙ 備 考 

設定濃度 C(ppm) 1000 0.1 0.4 直近 2 年間のｶﾞｽﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞの最大値 

ガス捕捉材 酸化鉄 活性炭 活性炭 捕捉材性能試験 

捕捉材の吸着性能 Q(cm3/g) 8.6 4.3 5.2 捕捉材 1g あたり，捕捉材性能試験 

ガス発生量 v(m3/m2/年) 4.2 地下水位の変動量より(図 10.4.3) 

設計年数 T 10 硫化水素の経時変化より(図 10.4.2) 

対象ガスの発生量 V(cm3/m2) 42,000 4.2 16.7 ＝C×v×T 

ガス捕捉材の必要量 M(kg/m2) 4.89 0.00098 0.0033 ＝V／Q／1000 

 

表 10.4.5 活性炭による透気層の厚さ Bk （値は透気層 1m2当たり） 

項 目 値 備 考 

単位体積重量γk (kg/m3) 1,261 土質試験結果より 

体積 Vk（m3） Bk 透気層の厚さ Bkとする 

重量 Mk（kg） 1,261 Bk ＝γk×Vk  

捕捉材量 Wk(kg) 126.1 Bk ＝Mk×α 

最低必要厚さ Bk min (m) 3.4×10-4以上 Wk ≧ M=0.0033×13 種 a)＝0.043 kg 

設定厚さ Bk (m) 0.125 施工性を考慮して設定 

安全率 367  

性能保持期間 約 3,670 年  

a)：活性炭は硫化水素以外のガスの捕捉材である。硫化水素以外のガスはベンゼンと塩化ビニルを含めて 13 種類

のガスが検出されているので、必要量は安全側をみて塩化ビニルと同等であると想定する． 
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10 対策工の基本設計 

検 討 項 目 要            点 備    考 

5  遮水壁･透過性反応 

浄化壁 

5.1 遮水壁･浄化壁の設

置位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.2 設計年数Ｔの考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

設置位置は、地下水シミュレーション解析により、①処分場から周辺地盤への地下水流出がないこと、

②透過性反応浄化壁からのみ地下水が流出することなどを検討し設定する。検討ケースは図 10.5.1 の２

ケースである。ケースＡは、浄化壁を埋立地の下流末端部（がれき類を含めた廃棄物層（Wa1）がある

区間の下流側）に設置したケースで、ケースＢは、現状の地下水流況において埋立地内部の地下水流が

最も流出している新工区と旧工区の境界付近に設置したケースである。 

シミュレーション解析結果によると、遮水壁・浄化壁を設置することにより、地下水位は 1.0～2.0

ｍ程度上昇する傾向にあり、その傾向はケースＢの方が大きい。また、浄化壁内部の最大流速は、ケー

スＡが 1.5×10-5cm/s、ケースＢが 9.7×10-5cm/s で、ケースＢの方が大きくなっている。浄化壁の設置

に当たっては、上記の①と②を満足すればよいが、経済性等を考慮すると、浄化壁内の地下水流速が小

さく水位上昇量が小さいことが望ましい。よって、浄化壁の設置位置は、ケースＡの埋立地の下流末端

部に設置することとする。 

 

図 10.5.2 は平成 17 年 1月と平成 17 年 11月に観測井戸から採水した地下水の分析結果の平均値及び

放流水の経時変化である。ほう素濃度は低下傾向にある。設計年数は、この経時変化より、ほう素濃度

が環境基準以下になるまで経過時間を予測し、その予測期間より設定する。 

ほう素濃度が環境基準 1mg/L 以下になるまでには 5 年と想定されるが、データ数が尐ないのでここ

では安全率 1.5 倍をとって設計年数は 8 年と設定する。設計年数は設計時において浄化壁の性能を維持

する年数であり、実際にはモニタリングやメンテナンスを行うことによって期間は延びる。 

 

 

 

 

 

 

 

図 10.5.1  透過性反応浄化壁設置位置の検討ケース 
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10 対策工の基本設計 

検 討 項 目 要            点 備    考 

5.3 浄化壁の設計条件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)浄化壁内の流速 v（地下水シミュレーション解析結果より設定） 

図 10.5.3 に、地下水シミュレーション解析による浄化壁鉛直方向の流速分布を示す。流速は GL－5m を境界に、浅部（上

側）が大きく、深部（下側）が小さくなっている。 

浄化壁内部の流速は、最大値をとって、GL～GL－5m の浅部が 1.0×10-7m/s（1.0×10-5cm/s），GL－5m の深部が 0.555×

10-7m/s（0.555×10-5cm/s）と設定する。 

 

(2)浄化材の必要量 

浄化材の必要量は、内部の流速が変化する GL～GL－5m の上側と GL－5m の下側に分けて設定する。 

① GL－5m の下側 

表 10.5.1 より浄化材の必要量は、ふっ素を浄化する必要量が大きくなる。浄化壁 1m2 当たりの必要量は、活性炭 Mk

が 264kg/m2、黒ぼく土 Ms が 264kg/m2となる。 

 

表 10.5.1  浄化材の必要量（GL.-5m の下側） 

 

 

 

 

 

 

 

 

② GL～GL－5m の上側 

表 10.5.2 より浄化材の必要量は、ふっ素を浄化する必要量が大きくなる。浄化壁 1m2 当たりの必要量は、活性炭 Mk

が 475.6kg/m2、黒ぼく土 Ms が 475.6kg/m2となる。 

 

表 10.5.2  浄化材の必要量（GL.-5m の上側） 

 

 

 

 

 

 

 

 

対象物質 ほう素 ふっ素 備 考 

設定濃度 C(ppm) 4.9 1.62 廃棄物層内の 18 井戸の平均値 

浄化材の種類 活性炭(k)と黒ぼく土(s)b)  浄化材性能試験 

浄化材の吸着性能 Q(g/kg) 0.139 0.043 浄化材 1kg あたり，浄化材性能試験 

流速 v(m/年) 1.75 地下水ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝより(図 10.5.3) 

設計年数 T 8 ほう素の経時変化より(図 10.5.2) 

対象物質の通過量 V(g/m2/8 年) 68.6 22.7 ＝C×v×T 

浄化材の必要量 M(kg/m2) 
493.5 

(k:247，s:247) 

527.9 

(k:264，s:264) 
＝V／Q／1000 

b)：浄化材は活性炭と黒ぼく土が半分づつである。浄化材 1kg＝活性炭 0.5kg＋黒ぼく土 0.5kg，k：活性炭，s：黒ぼく土 

対象物質 ほう素 ふっ素 備 考 

設定濃度 C(ppm) 4.9 1.62 廃棄物層内の 18 井戸の平均値 

浄化材の種類 活性炭(k)と黒ぼく土(s)b)  浄化材性能試験 

浄化材の吸着性能 Q(g/kg) 0.139 0.043 浄化材 1kg あたり，浄化材性能試験 

流速 v(m/年) 3.15 地下水ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝより(図 10.5.3) 

設計年数 T 8 ほう素の経時変化より(図 10.5.2) 

対象物質の通過量 V(g/m2/8 年) 123.6 40.9 ＝C×v×T 

浄化材の必要量 M(kg/m2) 
889.2 

(k:445，s:445) 

951.2 

(k:475.6，s:475.6) 
＝V／Q／1000 

b)：浄化材は活性炭と黒ぼく土が半分づつである。浄化材 1kg＝活性炭 0.5kg＋黒ぼく土 0.5kg，k：活性炭，s：黒ぼく土 
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10 対策工の基本設計 

検 討 項 目 要            点 備    考 

5.4 浄化壁の設計 

 

 

表 10.5.1 と表 10.5.2 に示す浄化材の必要量を確保するように、浄化壁の厚さを設定する。 

 

(1)浄化材の混合率α：活性炭及び黒ぼく土とも混合性能を考慮して 20%と設定する。 

（浄化材の重量：砕石の重量＝2：8） 

(2)浄化壁の仕様 

浄化材の仕様は、流速が変化する①GL～GL－5m の上側と②GL－5m の下側に分け、活性炭と黒ぼく土の

浄化材毎に設定する。 

 

(3)GL－5m の下側における浄化壁の厚さ B 

① 活性炭浄化壁の厚さ Bk  ：表 10.5.3 に示す。 

② 黒ぼく土浄化壁の厚さ Bs ：表 10.5.4 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4)GL～GL－5m の上側における浄化壁の厚さ B 

① 活性炭浄化壁の厚さ Bk  ：表 10.5.5 に示す。 

② 黒ぼく土浄化壁の厚さ Bs ：表 10.5.6 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

直径1.5ｍ 

浄化壁１（柱列２列） 

Ｂｋ1＝1.06ｍ 

Ｂs1＝1.06ｍ 

浄化壁２（ﾄﾚﾝﾁ） 

Ｂｋ2 

Ｂs2 

流れ 

 

直径φ ｍ 

浄化壁（２列の場合） 

Ｂｋ＝√2×φ ／2 ｍ 

Ｂs＝√2×φ ／2 ｍ 

流れ 

表 10.5.3  活性炭による浄化壁の厚さ Bk （値は浄化壁 1m2当たり） 

項 目 値 備 考 

単位体積重量γk (kg/m3) 1,266 土質試験結果より 

体積 Vk（m3） Bk 浄化壁の厚さ Bkとする 

重量 Mk（kg） 1,266 Bk ＝γk×Vk  

捕捉材量 Wk(kg) 253.2 Bf ＝Mk×α 

最低必要厚さ Bk min (m) 1.04 以上 Wk ≧ Mk=264 kg 

浄化壁の直径φ(m) 1.47 以上 柱列ﾀｲﾌﾟの直径φに換算 c)  

設定厚さ Bk（φ）(m) 1.5 施工性（ｹｰｼﾝｸﾞ径）を考慮 

安全率 f 1.02 ＝（φ/2×√２）／Bk min  

性能保持期間 約 8 年 ＝T×f 

c)：柱列ﾀｲﾌﾟの直径φ換算方法 Bk＝√２×φ／２ 

表 10.5.4  黒ぼく土による浄化壁の厚さ Bs （値は浄化壁 1m2当たり） 

項 目 値 備 考 

単位体積重量γs (kg/m3) 1,477 土質試験結果より 

体積 Vs（m3） Bk 浄化壁の厚さ Bsとする 

重量 Ms（kg） 1,477 Bk ＝γs×Vs  

捕捉材量 Ws(kg) 295.4 Bf ＝Ms×α 

最低必要厚さ Bs min (m) 0.894 以上 Ws ≧ Ms=264 kg 

浄化壁の直径φs(m) 1.26 以上 柱列ﾀｲﾌﾟの直径φに換算 c)  

設定厚さ Bs（φ）(m) 1.5 施工性（ｹｰｼﾝｸﾞ径）を考慮 

安全率 f 1.19 ＝（φ/2×√２）／Bk min  

性能保持期間 約 9.5 年 ＝T×f 

c)：柱列ﾀｲﾌﾟの直径φ換算方法 Bs＝√２×φ／２ 

表 10.5.5  活性炭による浄化壁の厚さ Bk （値は浄化壁 1m2当たり） 

項 目 値 備 考 

単位体積重量γk (kg/m3) 1,266 土質試験結果より 

体積 Vk（m3） Bk 浄化壁の厚さ Bkとする 

重量 Mk（kg） 1,266 Bk ＝γk×Vk  

捕捉材量 Wk(kg) 253.2 Bf ＝Mk×α 

最低必要厚さ Bk min (m) 1.88 以上 Wk ≧ Mk=475.6 kg 

浄化壁φ1.5ｍの幅 Bk1(ｍ) 1.06 柱列ﾀｲﾌﾟの直径φを幅に換算 d)  

ﾄﾚﾝﾁﾀｲﾌﾟの最低必要幅 Bk2(ｍ) 0.82 Bk2＝Bk min－Bk1  

設定ﾄﾚﾝﾁ厚さ Bk2 (m) 2.0 施工性を考慮 

安全率 f 1.63 ＝（Bk1＋Bk2）／Bk min  

性能保持期間 約 13 年 ＝T×f 

d)：柱列ﾀｲﾌﾟの直径φ換算方法 Bk1＝√２×φ／２ 

表 10.5.6  黒ぼく土による浄化壁の厚さ Bs （値は浄化壁 1m2当たり） 

項 目 値 備 考 

単位体積重量γs (kg/m3) 1,477 土質試験結果より 

体積 Vs（m3） Bs 浄化壁の厚さ Bsとする 

重量 Ms（kg） 1,477 Bs ＝γs×Vs  

捕捉材量 Ws(kg) 295.4 Bf ＝Ms×α 

最低必要厚さ Bs min (m) 1.61 以上 Ws ≧ Ms=475.6 kg 

浄化壁φ1.5ｍの幅 Bs1(ｍ) 1.06 柱列ﾀｲﾌﾟの直径φを幅に換算 d)  

ﾄﾚﾝﾁﾀｲﾌﾟの最低必要幅 Bs2(ｍ) 0.55 Bs2＝Bs min－Bs1  

設定ﾄﾚﾝﾁ厚さ Bs2 (m) 2.0 施工性を考慮 

安全率 f 1.90 ＝（Bs1＋Bs2）／Bs min  

性能保持期間 約 15 年 ＝T×f 

d)：柱列ﾀｲﾌﾟの直径φ換算方法 Bs1＝√２×φ／２ 

活性炭 20％混合の浄化壁厚Ｂk    ：φ1.5ｍ＋トレンチ幅 2.0m 

黒ぼく土 20％混合の浄化壁厚Ｂs ：φ1.5ｍ＋トレンチ幅 2.0m 



- 35 - 

 

 

 

 

 



- 36 - 

 

 

 

 

 



- 37 - 

 

 

 



- 38 - 

 

 

 

 


